
近
世
畿
内
農
業
と
牛
流
通

（
下
）

i
河
内
駒
…
ケ
谷
・
市
を
申
心
に
一

酒

井

一

世畿内濯蔓業と牛流逓（下）　（酒…靖；）

第
二
章
　
駒
ケ
谷
村
の
牛
市
場

　
　
　
　
　
　
六
　
明
和
～
寛
政
期
の
甚
兵
衛
家
の
牛
取
引

　
前
節
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
摂
河
泉
地
方
の
牛
流
通
を
、
主
と
し
て

農
村
の
牛
所
有
お
よ
び
訴
訟
文
書
を
通
し
て
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
既
に
部
分
的
に
明
ら
か
と
な
っ
た
駒
ケ
谷
市
の
位
置
を
、

さ
ら
に
そ
の
取
引
の
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
入
っ
て
考
察
す
る
こ
と

こ
し
よ
う
。

　
州
明
和
三
年
目
以
降
駒
咽
ケ
谷
【
市
の
組
頭
甚
丘
ハ
衛
は
、
　
「
（
表
）
田
営
団
牛
士
斗
帳

（
裟
）
大
福
帳
　
宇
陀
屋
甚
兵
衛
」
と
い
う
大
形
の
帳
簿
を
作
成
し
、
市

場
管
理
の
含
理
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
前
述
の
如
く

天
王
寺
市
の
独
占
強
化
の
動
向
と
併
行
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
尊
、
ら
使
用
し
て
市
の
数
量
的
な
内
答
を
み
る
と
、
篤
1
1

表
の
よ
う
に
な
る
。

　
西
国
か
ら
の
入
牛
数
は
、
明
和
三
年
か
ら
寛
政
二
年
ま
で
二
五
年

間
に
わ
た
っ
て
判
明
す
る
。
入
落
の
変
化
を
み
る
と
、
明
和
三
年
以

降
天
明
初
年
ま
で
は
一
貫
し
て
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
間
明
和

三
年
の
入
画
数
四
四
二
頭
の
半
分
又
は
そ
れ
以
下
と
な
り
、
市
の
不

爺
気
の
様
子
が
よ
み
と
ら
れ
る
。
先
に
五
〇
〇
頭
と
い
わ
れ
た
駒
ケ

谷
市
が
安
永
尋
問
に
は
二
〇
〇
頭
を
切
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
後
天
明
一
二
年
ご
ろ
か
ら
回
復
の
方
向
が
み
ら
れ
天

明
六
年
以
降
は
、
明
和
三
年
を
上
廻
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
後

の
発
展
に
つ
い
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、
天
明
五
、
六
年
ご
ろ
か

ら
の
上
向
的
発
展
も
天
明
末
、
寛
政
元
年
に
早
く
竜
行
づ
ま
り
を
み

せ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
楽
観
的
な
評
価
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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憩
t：
1．
扇
別
の
欄
は
そ
れ
ぞ
れ
春
登
り
，
秋
登
り
，
合
計
の
3項
目
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
2．
　
（

3．
史
料
は
毎
年
度
「
濁
禽
牛
売
帳
」
お
よ
び
「
蚕
牛
買
請
数
口
銭
銀
渡
帳
」
．
1・
cよ
る
。

）
内
は
登
り
牛
中
の
間
登
り
牛
数
。

（。。り。っ）

oっ･



　
第
1
1
表
中
の
（
　
）
で
示
し
た
数
字
は
、
先
に
示
し
た
聞
登
り
を
示

す
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
正
規
の
市
日
に
登
っ
て
く
る
（
本
登
り
）
以

外
の
牛
で
、
そ
の
意
味
で
市
場
独
占
を
く
ず
す
要
因
と
な
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
和
五
年
に
天
王
寺
問
量
“
河
内
二
軒
の
組
頭

の
連
繋
で
掌
握
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
表
に
示
し
た
間
登
り
牛
津
は
、
史
料
に
よ
っ
て
若
干
説
載
に
粗

細
の
ち
が
い
が
あ
る
の
で
絶
対
的
な
竜
の
と
は
い
え
な
い
が
、
大
体

の
傾
向
を
君
饗
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
明
和
三

年
で
は
闘
登
り
は
総
入
牛
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
を
占
め
る
が
、
そ
の
後

の
入
猟
数
の
減
少
・
停
滞
は
、
端
的
に
は
間
登
り
数
の
そ
れ
の
表
現

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
間
間
登
り
の
総
入
牛
に
対
す
る

比
率
は
多
く
て
二
〇
％
弱
で
大
体
一
〇
％
以
下
が
一
般
的
と
い
え
る
。

天
明
中
期
か
ら
の
入
牛
増
加
の
時
期
に
は
、
閥
登
り
率
は
五
〇
％
を

上
廻
っ
て
お
り
、
約
半
分
が
本
登
り
以
外
の
牛
で
あ
る
と
い
え
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
早
牛
の
増
加
は
、
間
登
り
に
間
る
も
の
で
、
本

来
的
な
市
統
制
か
ら
の
離
脱
を
と
も
な
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
注
賢
に
値
し
よ
う
。
春
牛
と
秋
牛
と
は
と
く
に
ど
ち
ら
か
が
た

え
ず
数
量
的
、
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
登
牛
は
、
困
幡
・
出
雲
・
西
下
・
但
馬
・
備
中
・
備
前
・
美
作
．

播
磨
な
ど
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
子
細
に
見
る
と
、
時

期
的
に
こ
れ
ら
の
諸
国
の
比
重
に
変
化
が
あ
っ
た
。
明
和
三
年
か
ら

安
永
九
年
ま
で
の
時
期
で
は
、
入
牛
の
ほ
ぼ
四
〇
％
前
後
は
因
幡
牛

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
頃
の
駒
ケ
谷
市
は
因

幡
牛
に
最
も
大
き
く
依
拠
し
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
市
の
不
況

を
経
て
新
し
く
好
況
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
、
そ
の
変
化
は
新
し
い

国
衆
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
出
雲
牛
が
、
天
明
末
に

　二

Z
％
か
ら
四
〇
％
を
占
め
、
閃
【
幡
牛
ハ
一
〇
％
前
後
に
減
少
）
に
と

っ
て
代
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
、
美
作
牛
が
次
第
に
進
出
し
つ

つ
あ
る
こ
と
も
見
落
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
に
更
に
の
べ
る
が
、

幕
末
に
は
美
作
牛
が
第
一
位
を
占
め
、
そ
の
ま
ま
明
治
期
に
ま
で
及

ぶ
よ
う
で
あ
る
の
で
、
西
国
牛
の
駒
ヶ
谷
市
で
の
変
化
は
、
時
期
的

に
は
、
明
和
～
安
永
期
の
因
幡
牛
、
天
明
以
降
の
出
雲
牛
、
幕
末
の

美
作
牛
と
い
う
三
段
階
を
設
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
娼
雲
牛
、
つ

い
で
美
作
牛
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
行
く
駒
ケ
谷
市
の
発
展
は
、
こ
れ

ら
早
牛
に
お
け
る
間
登
頭
数
の
多
さ
に
も
あ
ら
わ
れ
、
先
に
示
し
た

閥
登
夢
の
増
加
が
総
入
牛
の
増
加
の
直
接
的
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と

と
一
致
す
る
。
凋
落
傾
向
に
あ
る
出
雲
牛
で
は
聞
登
り
数
は
こ
れ
ら

上
向
的
入
潮
と
比
べ
る
と
全
く
少
い
ど
い
え
る
。
な
お
こ
の
こ
と
は
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第12表　登牛数別国衆
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30

R6

R2

明漁

t！

安永

天明

tt

It

4

6

5

3

7

9

あ
く
ま
で
駒
ケ
谷
市
を
通
し
て
み

た
西
国
牛
の
変
化
で
あ
る
か
ら
、

他
の
市
場
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま

当
て
は
ま
る
と
は
い
え
ず
、
む
し

ろ
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
妥
当
し
な

い
（
の
ち
の
但
馬
牛
の
事
例
を
参
照
）

と
い
っ
た
方
が
よ
か
ろ
う
。

　
次
に
入
牛
数
の
変
化
を
、
国
衆

数
と
関
係
さ
せ
て
み
よ
う
。
第
1
2

表
に
登
牛
頭
厚
別
に
国
衆
の
…
数
を

示
し
た
。
こ
の
国
衆
数
は
春
・
秋

牛
（
闘
登
り
を
も
含
む
）
の
年
間
の

延
人
数
で
あ
る
の
で
、
実
際
の
人

数
は
こ
れ
を
下
廻
る
（
ほ
ぼ
三
分
二

ほ
ど
に
あ
た
る
）
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
こ
れ
で
も
大
体
の
傾
向
は
う

か
が
え
る
。
明
和
年
間
で
は
一
度

に
二
五
頭
以
上
を
牽
登
う
て
く
る

比
較
的
大
き
な
国
衆
が
あ
っ
た
が
、

安
永
に
は
半
数
以
上
が
五
頭
以
下
と
な
っ
て
規
模
が
小
さ
く
な
り
、

大
き
な
国
衆
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
天
明
期
の
市
の
好
況
期
に
は
、

登
牛
の
増
加
は
国
衆
数
の
増
加
と
も
な
る
。
し
か
し
明
和
期
の
よ
う

に
多
数
の
牛
を
一
度
に
牽
登
る
者
は
な
く
、
大
体
六
～
一
〇
頭
を
扱

う
国
衆
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
意
味
で
安
永
期
の
不
況
か
ら
の
脱
却

は
、
明
和
期
の
よ
う
な
大
国
衆
に
よ
る
入
牛
へ
は
復
帰
で
き
ず
、
中

位
の
規
模
に
か
た
ま
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
点

は
後
添
第
1
4
表
で
も
示
す
よ
う
に
、
国
衆
一
人
当
り
の
登
牛
の
変
化

と
関
係
し
て
く
る
。

　
国
衆
の
嵐
身
地
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
因
幡
衆
は
、
智

頭
町
を
中
心
に
、
巡
見
、
毛
谷
方
爾
か
ら
、
出
雲
衆
は
楯
縫
郡
奥
宇

賀
村
ら
を
中
心
に
、
備
前
は
和
気
郡
臼
笠
・
働
村
な
ど
、
備
中
は
松

山
、
播
磨
は
備
前
に
近
い
千
本
、
皆
田
あ
た
り
の
潜
で
み
る
。
美
作

衆
は
、
久
世
が
中
心
で
、
そ
の
他
蓮
花
寺
、
砂
兇
等
か
ら
く
る
が
、

久
世
の
徳
右
衛
門
が
作
州
で
は
最
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
久
世
市
に
つ
い
て
は
、
石
田
寛
氏
の
論
考
が
あ
る
が
、
徳
右
衝
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ア
ン

と
い
う
の
は
同
市
で
最
も
古
い
と
い
わ
れ
る
南
中
屋
（
後
安
家
）
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
関
爾
六
大
市
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
久
世
市
は
、
寛

政
期
に
最
竜
栄
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
第
1
1
表
で
み
た
美
作
牛
の
増
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買博労の取引（安永5年）

総
計
内

11

P8

4
2
8
5
1
5
2
3

?９観

83
13　5

　4
　2
r」　3

　5
　1
5

　3

　5

12

10

11

　4

　1

6

　　　3

5　2

14　8

　7

　2

　3

　3

　1

　3

　7

　rJ

12

10

11

10

　1

　3

　7

22

　7

論衛門潔㌦牌1壕郎騰ぴ・∫・耀ド㌦縢「一諾∫・，・

1／

11

i1

2
　1

2
　
　
1

i
　
　
2

1
　
　
2

22

！122

11

11

1　Po3　ss　11611［／3　3［・　4　4］121　II244

加
現
象
は
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

　
第
1
3
表
は
、
安
永
五
年
の
「
田
禽

ル
↑
血
冗
…
帳
」
か
ら
、
国
・
衆
と
駒
ケ
谷
古
…

に
立
つ
仲
買
博
労
と
の
取
引
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
春
に
一
〇

三
頭
、
秋
に
五
八
頭
、
あ
．
わ
せ
て
一

六
一
頭
が
売
買
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

■
こ
の
数
字
が
第
！
1
茨
の
岡
年
の
入
牛

数
二
〇
七
頭
と
く
い
ち
が
う
の
は
、

帳
簿
記
載
の
不
傭
と
、
入
牛
と
取
引

成
立
牛
の
差
（
売
残
り
は
他
の
市
へ
入

る
）
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

年
で
は
久
瀬
の
徳
右
衛
門
が
二
二
頭

で
最
も
大
き
い
売
買
数
を
示
し
て
い

る
が
、
丁
度
先
に
み
た
入
門
規
模
が

小
さ
く
な
る
時
期
で
、
新
し
く
出
雲
、

作
州
牛
に
よ
っ
て
交
替
せ
ん
と
す
る

動
き
が
一
都
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
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近重塗畿内農業と牛ミ窺遡（下）　（瀬擁二）

第13表駒ケ谷市の国衆

郎
　
　
　
　
－

鑑
瓢
　
　
　
　
1

久穴
多

衛
！
！
1
　

6
4

兵
1
　
　
1
　
　
1
4

讐
｝慧
び
　
　
1
　
　
　
5

衛
　
　
　
　
　
－

兵
　
　
　
　
　
1

治
衛
　
2
6

兵

五
2
6

衛
6
2
1

兵
　
2
1
1

嘉
4
1

　
　
2
　
【
b
　
　
　
　
　
！
　
1

兵
　
　
5
　
　
　
1
1

睡竺』

1
　
！

1
　1

1
　
1
　
1
　
2

　
　
　
工

1
　
1
　
1
　
1

44

1
　
2
　
1

1
　
9
翻
　
－

1
　
1
　
り
畠

　
　
1

1
　
1
　1

22
　2
22
2

（
ソ
臼
　
9
翻
　
（
ソ
會

り
山
　
り
廓
　
り
乙

1
　
1
　
り
臼

玉
　
1
　
2

2！3

3
　
4
　
4
　
　
　
1

り
0
　
4
　
4
　
　
　
1

1
　
2
　
り
0

　
1

1
　
1
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0

甚

久右衛門t

庄五郎、
　　　1治兵衛i
　　　I嘉　七
二右衛門

舞悲側
半匹1酬
敷右衛門

太兵衛
儀兵衛
伊右衛門

善　助
喜　助
藤兵衛
夫左衛門

喜太部
武　離
職五部
松右衛門

徳右衛門
勘兵衛1

聖母t2
市兵衛i
　　助i

　2
55

1　！
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1　　1

　22

1

5

6

2

2

11

1　1

23
　5
　6
　2
　2
33

　11
123
11　5　16

2　　2

醜
購
”
”
”
鷹
”
”
「
”
臓
”
”
”
”
醸
”
”
”
”
紬
”

本
　

瀬
田

　
　千
　
久
紫

計 133　24　“r7124　6　3e　P8　181 1　1115　16　3114　4　8

註　博労ゐ下の数字は，それぞれ，春・秋・合計の牛数をあらわす。

る
。　

こ
の
年
駒
ケ
谷
甫
に
来
た
国
衆
は

二
四
名
で
あ
る
。
千
本
・
皆
田
は
播

磨
衆
で
あ
る
。
仲
買
博
労
の
う
ち
、

肩
書
の
な
い
四
人
は
駒
ケ
谷
村
の
農

　
　
　
　
（
窪
）

民
、
恩
智
・
大
久
保
・
垣
内
は
河
内

高
安
郡
、
別
井
は
同
国
石
川
郡
、
兵

庫
・
小
平
尾
・
桜
井
・
畑
の
浦
は
大

和
の
村
名
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

こ
の
年
の
博
労
数
は
、
河
内
駒
ケ
谷

四
人
、
高
安
郡
三
人
、
石
川
郡
一
人
、

大
和
五
人
、
あ
わ
せ
て
二
二
人
と
な

っ
て
い
る
。

国
衆
の
大
勢
は
、
入
牛
又
は
売
買

牛
を
通
し
て
明
ら
に
な
っ
た
が
、
次

に
こ
れ
ら
が
駒
ケ
谷
市
の
仲
買
博
労

に
ど
の
よ
う
に
売
却
さ
れ
て
行
っ
た

か
。
市
の
中
心
に
は
、
甚
兵
籍
家
が

「
問
屋
博
労
」
「
組
頭
」
と
し
て
存
在
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牛
る
嘩
9
6

　
ヨ
く

引
す
谷
率
質

取
紺
ケ
扱
6

総
に
駒
労

78．3

95．1

72．2

71．5

65．8

68．2

6Z2

38．2

42．0

33．9

一眠1人当り

取引平均牛数

9．3

9．3

11．6

15．7

11．3

12．4

13．1

7．9

7．3

8．4

9．1

計明 ム1二1

の取引

隔伊1その他1不
牛数　（博労）1牛数 （博労）i牛数　（博労）｝牛・1敬　（博労）

24　（10）

44　．（10）

3　（2）

1　（1）

1　（1）

1　（1）

1　（1）

1　（1）

1

3

6

13

（1）

（3）

（1）

（7）

344

157

163

252

158

161

170

119

249

452

548

（37）

（17）

（14）

（16）

（14）

（13）

（13）

（15）

（34）

（54）

（60）

し
て
い
た

が
、
そ
の

支
配
下
に

各
地
か
ら

仲
買
博
労

が
入
り
こ

み
、
彼
ら

の
手
を
通

し
て
一
般

農
民
に
牛

が
売
ら
れ

て
行
っ
た

の
で
あ
る
。

仲
買
博
労

の
河
内
所

属
の
分
は

先
に
第
2

表
に
示
し

た
が
、
更

に
河
内
以
外
の
を
く
わ
え
て
く
わ
し
く
み
る
と
第
1
4
嚢
の
よ
う
に
な

る
。
博
労
も
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
面
当
変
化
し
た
よ
う
で
あ

る
。
市
の
停
滞
期
に
は
博
労
数
も
へ
り
、
ま
た
発
展
期
に
は
め
ざ
ま

し
く
増
加
し
て
い
る
　
（
こ
の
表
の
博
労
数
は
延
人
数
で
は
な
く
実
数
で
あ

る
）
。
博
労
一
人
当
り
の
油
取
引
数
は
、
不
況
期
に
む
し
ろ
大
き
く
一

〇
疋
を
上
廻
る
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
入
山
の
減
少

率
よ
り
も
仲
買
博
労
の
そ
れ
の
方
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

仲
買
博
労
は
、
駒
ケ
谷
村
農
民
の
ほ
か
、
同
じ
古
市
郡
や
石
川
・
錦

部
∴
尚
安
な
ど
の
河
内
諸
郡
、
さ
ら
に
は
大
和
・
紀
伊
出
身
の
者
も

あ
り
、
駒
ケ
谷
市
の
市
場
圏
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
博
労
数
竜

時
期
に
よ
っ
て
三
二
の
変
化
が
あ
る
。
中
心
に
な
る
駒
ケ
谷
村
の
博

労
は
五
名
か
ら
の
ち
に
二
名
に
ま
で
減
少
す
る
が
、
彼
ら
の
一
人
当

り
取
引
頭
数
は
、
少
く
て
二
五
疋
、
多
い
と
き
は
九
〇
疋
を
上
廻
っ

て
、
博
労
一
般
の
平
均
値
を
遙
か
に
上
廻
り
、
こ
の
博
労
が
人
数
の

上
で
は
少
数
で
あ
っ
て
屯
、
市
の
取
引
内
春
で
は
断
然
他
を
圧
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
に
示
し
た
駒
ヶ
谷
博
労
の
取
扱
高
は
、
金

売
牛
の
、
多
い
時
で
は
九
五
％
、
明
和
～
｛
女
永
期
で
は
ほ
ぼ
六
五
％

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
河
内
博
労
の
内
訳
を
み
る
と
、
石
川
郡
で
は

喜
志
・
森
屋
・
佐
備
、
錦
部
郡
で
は
加
賀
田
、
高
安
郡
で
は
大
窪
・
恩
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近母塗畿内農業とz｝睦瀧通（下）　（酒井）

第14表　　仲買博労

駒ケ谷村 ｛古・蝋辮）陶・錦部郡1 高安郡 大　　恥

叢蔓緻（醐劃一（酬二丁．㈱・）睡・酬緻（醐
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（2）

（6）

（5）

（6）

（5）

（5）

（3）

（17）

（27）

（30）

44

X
7
1
7
1
3
1
1
1
0
3
3
1
8
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⑤
④
①
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③
③
⑥
⑤
③
⑥
⑤

21
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P
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1
3
1
4
3
4
2
2
4
4
8
5
1
8
6

（6）

（2）

（1）

（2）

（1）

（1）

（3）

（9）

（11）

（7）

29

T
1
2
　
1
1
8
6
8
0
5
0
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
1

（3）

（2）

（1）

18

V
3

⑤
⑤
④
⑤
④
④
③
③
③
③
②

搬
鵬
鷹
起
筆
鵬
鵬
8
1
9
5
㈱

ほ
5
7
2
4

承
”
”
永
”

明
　
　
　
　
安

tt

n

tt

天明
It

ノノ

5

6

10

3

6

99 186

智
・
心
内

の
寂
々
が

中
心
で
あ

る
。
こ
れ

ら
河
内
博

労
は
、
単

に
河
内
農

民
へ
の
販

売
に
従
事

す
る
だ
け

で
は
な
く
、

先
に
大
和

博
労
と
の

間
に
出
入

を
生
じ
た

よ
う
に
、

ま
た
諸
統

計
か
ら
も

推
察
さ
れ

る
よ
う
に
、
大
和
を
も
市
場
圏
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
和
博
労

は
、
漏
穴
・
御
所
・
丹
生
谷
・
太
田
・
下
田
・
名
柄
・
長
安
寺
・
寺

口
・
野
依
・
佐
田
・
小
柳
・
兵
庫
・
江
原
な
ど
の
諸
村
に
点
在
し
て

い
た
が
、
彼
ら
の
取
引
数
は
一
般
に
微
主
た
る
も
の
で
、
河
内
博
労

に
全
く
圧
倒
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
じ
天
明
期
に
入
り
、
入

牛
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
時
期
に
な
る
と
、
駒
ケ
谷
村
博
労
の
比
重

は
急
速
に
低
下
し
、
そ
の
取
扱
率
は
、
総
数
の
四
〇
％
前
後
、
天
明

九
年
に
は
約
三
分
一
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
、

市
の
変
化
が
単
に
国
衆
の
規
模
の
変
化
1
1
入
牛
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
を
購
入
す
る
仲
買
博
労
内
部
の
勢
力
の
変
化
を
も
ひ
き
お
こ
し

て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
従
来
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
駒
ヶ
谷
博
労
に
代
っ
て
、

河
内
の
そ
の
他
の
諸
郡
の
比
重
が
増
し
、
さ
ら
に
大
和
博
労
も
次
第

に
そ
の
数
を
ま
し
、
従
来
姿
を
み
せ
な
か
っ
た
紀
州
博
労
が
、
橋
谷
・

馬
場
・
辻
・
中
村
方
關
か
ら
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
駒
ケ
谷
市

は
、
こ
の
よ
う
に
村
内
の
博
労
の
地
位
を
低
下
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
販
売
圏
を
よ
り
広
範
に
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
と
く

に
大
和
博
労
と
河
内
博
労
と
の
競
争
関
係
が
、
不
況
を
き
り
ぬ
け
た

駒
ケ
谷
市
に
早
く
も
再
び
内
包
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
後
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に
大
登
り
劉
駒
ケ
谷
、
掻
登
り
跨
大
和
蛇
穴
と
い
う
市
の
分
化
が
生
じ
る
）
。

　
明
和
か
ら
寛
政
初
年
と
い
う
短
い
期
間
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の

閥
に
市
が
た
え
ず
変
動
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
国

衆
、
仲
買
博
労
な
ど
の
変
容
を
も
た
ら
す
鍵
は
、
’
天
明
期
に
市
不
況

を
ど
の
よ
う
に
き
り
ぬ
け
た
か
と
い
う
点
に
潜
ん
で
い
る
筈
で
あ
る
。

　
天
明
三
年
五
月
に
、
国
衆
が
血
判
で
傘
連
判
し
た
文
書
が
二
通
現

存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
年
秋
か
ら
「
河
内
牛
市
場
者
駒

ケ
谷
村
市
場
江
相
片
付
キ
相
思
申
相
談
二
相
極
：
：
ン
野
上
者
、
一
須

賀
中
篇
中
之
内
、
駒
ケ
谷
市
場
江
賢
相
立
不
申
与
被
諸
候
仁
有
之
候

と
電
、
向
後
一
須
賀
市
場
江
相
立
候
義
決
調
帳
成
不
善
」
と
し
、
今

後
一
須
賀
両
家
（
内
容
は
不
明
）
へ
は
一
切
送
り
牛
を
し
な
い
こ
と
、

駒
ケ
谷
市
入
は
学
監
十
五
日
隈
に
き
め
、
河
内
大
堀
表
で
迎
え
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。
　
こ
の
二
通
の
血
判
の
う
ち
、
　
一
通
は
、
出
雲

（
喜
介
・
源
次
郎
・
林
助
・
茂
吉
・
善
介
・
新
蔵
・
茂
十
郎
）
、
閃
［
幡
（
源
八
．

善
四
郎
）
、
作
州
（
徳
右
衛
門
・
藤
介
）
、
播
州
（
伝
兵
衛
．
松
右
衛
門
）
、

但
馬
（
権
殿
）
の
一
四
人
が
連
判
し
、
他
の
一
通
に
は
、
因
幡
（
惣
次

郎
・
伊
兵
衛
・
新
助
・
市
兵
衛
・
庄
介
・
庄
兵
衛
）
、
出
雲
（
伊
右
衛
門
・

和
介
・
武
蔵
）
、
備
前
（
定
額
）
、
備
中
（
市
郎
兵
衛
．
助
左
衛
門
）
、
早
馬

（
喜
平
次
・
利
右
衛
門
・
彦
四
郎
・
嘉
助
）
の
一
六
人
が
連
判
し
て
い
る
。

前
者
は
従
来
駒
ケ
谷
市
へ
入
っ
て
い
た
国
衆
（
国
漁
労
）
で
あ
り
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

者
は
一
須
賀
市
の
国
衆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
河
内
市
場
の
統

廃
に
と
も
な
っ
て
、
市
ご
と
に
血
判
を
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。　

血
判
状
を
作
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
一
須
賀
市
の
廃
止
は
牛
取
引

に
相
当
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
、
血
判
を
必
要
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
背
景
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
｝
須
賀
市
の
廃

止
が
そ
の
ま
ま
国
衆
に
は
納
得
で
き
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
か
。
廃
止
の
理
由
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
僅
か

に
「
此
度
駒
ケ
谷
甚
兵
衛
♂
願
上
、
去
卯
（
天
明
三
年
）
五
月
国
々
博

労
申
合
一
札
を
以
、
牛
売
買
徳
義
仕
羅
候
」
と
い
う
史
料
か
ら
判
断

す
る
と
、
甚
兵
衛
の
意
向
が
強
く
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ほ

ぼ
こ
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
史
料
（
子
年
と
あ
る
の
み
だ
が
、
明
和
五
年
或

い
は
安
永
九
年
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
）
に
よ
る
と
、
　
一
品
雛
型
で
は
一
二

七
頭
を
取
引
し
、
駒
ケ
谷
布
よ
り
や
や
小
規
模
か
、
又
は
そ
れ
に
匹

敵
す
る
市
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
第
1
5
表
）
。
し
か
竜
駒
ケ
八
街
自
身

で
は
、
そ
の
取
引
規
模
は
天
明
初
年
ま
で
一
貫
し
て
縮
小
の
傾
向
に

あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
市
の
再
興
が
計
画
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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近世畿内農業と牛流通（下）　（酒井）

第15褒　一須賀市仲翼博労買入数（子年）

村
衛
門

轟
楠
古
太
治

喜志村
小右衛門

岩瀬村
杢左衛門

森屋村

新助
加賀田村

清兵衛

一須賀村

権右衛門

一須賀村

治兵衛
名
買
村
巨

頭釧…23・43123・・6・3g124　・　28　・　S21…8…1・・7・1・1…li・1・・2・・

計合

（奪）　（秋）　（翫・）

107・110・217

大歴村
佐、助

壇内村
平兵衛

恩智九
九平次

大窪村
芝平兵衛

春日村
俊平二

村
衛
門

轟
撫

屠
太
治
名
二
村
仲

脚・2・52…33…31・　：．i・51・・3・31・・・…4

註：頭数の数字は，左から順次春登り，秋登り，合計を表わす。

　
陽
屋
－
組
頭
と
し
て
の
甚
兵

衛
家
の
、
こ
の
時
期
に
お
け
る

経
済
状
態
に
つ
い
て
は
、
未
だ

明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
土
地

所
有
面
に
つ
い
て
贈
る
限
り
で

は
、
宝
暦
期
の
四
一
二
石
ほ
ど
を

ピ
ー
ク
に
し
て
、
約
一
〇
石
ば

か
り
減
少
し
て
い
る
（
そ
の
後

幕
末
に
か
け
て
は
さ
ほ
ど
変
化
し

な
い
）
こ
と
も
あ
わ
せ
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
1
6
衷
参
照
）
。

一
須
賀
市
の
廃
止
は
、
甚
兵
衛
…

自
身
の
銀
葉
を
借
り
れ
ば
、
国

博
労
言
合
一
札
を
も
つ
て
「
是

（
マ
・
）

悲
是
悲
」
と
頼
ん
で
き
た
か
ら
、

前
々
の
通
り
河
内
牛
市
は
二
軒

に
し
て
お
け
と
い
っ
た
の
に

「
余
計
の
牛
不
承
知
一
一
藩
候
へ

共
、
　
一
｛
剛
相
頼
候
へ
者
」
承
㎞
州

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
｛
須
賀
市
の
統
合
は
果
し

て
余
分
の
不
要
な
牛
を
扱
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
も

こ
の
動
き
は
彼
自
身
の
発
意
と
考
え
た
方
が
妥
当
と
思
力
れ
る
。
と

す
れ
ば
、
彼
が
不
況
の
打
開
策
と
し
て
考
え
た
の
は
、
駒
ケ
谷
市
の

南
に
あ
る
石
川
郡
の
一
須
賀
市
を
併
合
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
往
年
の

取
引
規
模
に
ま
で
回
復
す
る
に
は
、
本
来
的
な
統
制
の
強
化
を
策
し

た
と
こ
ろ
で
利
の
な
い
こ
と
を
知
り
、
組
頭
と
し
て
併
存
し
て
い
た

一
須
賀
市
を
自
己
．
の
方
へ
吸
収
し
、
両
者
の
統
合
（
と
い
う
よ
り
、
一

方
的
な
吸
収
）
に
よ
る
牛
流
通
の
独
占
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
と
い

え
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
後
の
経
過
を
み
る
と
さ
ら
に
判
然
と
す
る
。

天
明
三
年
十
月
の
秋
登
り
の
際
は
、
春
の
約
束
通
り
河
内
で
は
駒
ケ

谷
市
一
ケ
所
で
牛
市
が
立
つ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
四
年
五
月
に
、
但

馬
衆
四
人
が
ま
た
ま
た
一
須
賀
へ
入
っ
た
の
を
契
機
に
、
他
の
属
衆

も
そ
れ
に
同
調
す
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
甚
兵
衛

は
、
但
馬
衆
の
異
変
に
つ
い
て
他
の
国
衆
か
ら
そ
の
噂
を
聞
い
て
お

9
、
二
月
に
倶
馬
へ
直
接
出
向
い
て
五
月
登
り
に
つ
い
て
問
い
糺
し

て
い
る
。
そ
の
折
但
馬
衆
は
言
を
左
右
に
し
て
即
答
せ
ず
、
い
よ
い

よ
五
月
節
と
な
っ
て
登
っ
て
来
た
の
で
、
十
三
村
ま
で
迎
え
に
出
て
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意
向
を
糺
し
た
が
ま
だ
返
事
せ
ず
、
大
和
川
沿
い
の
大
堀
に
き
て
漸

く
一
須
賀
行
を
申
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
甚
兵
衛
は
、
　
二
須
賀

の
三
郎
兵
衛
お
よ
び
但
馬
衆
に
対
し
立
腹
し
、
石
川
郡
大
ケ
塚
村
雨

・
石
衛
門
、
備
∵
甲
み
巾
郎
丘
ハ
衛
…
（
宝
暦
に
国
博
労
を
や
め
さ
せ
ら
れ
た
備
…
中
松

由
の
市
郎
兵
衛
と
同
一
人
か
そ
の
子
で
あ
ろ
う
）
、
但
馬
の
彦
四
郎
の
三
人

が
取
暖
に
立
っ
て
、
同
年
九
月
に
、
但
馬
衆
四
人
は
春
秋
両
度
に
牽

登
り
牛
の
三
分
通
り
を
駒
ケ
谷
市
へ
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
解
決
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
一
須
賀
市
は
、
廃
止
さ
れ
ず
に
明
治
ま
で
続
い

て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
三
分
通
り
と
い
う
の
は
、
但
馬
衆
だ
け
に

適
用
さ
れ
る
の
か
、
従
来
一
須
賀
入
を
し
て
い
た
す
べ
て
の
国
衆
に

適
用
さ
れ
る
の
か
明
確
で
な
い
が
、
因
幡
衆
が
そ
の
後
入
牛
を
一
時

的
に
し
ろ
も
ち
な
お
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
後
の
解
釈
が

成
立
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
か
く
て
天
明
一
二
年
か
ら
立
て
ら
れ
た
甚
兵
衛
…
の
プ
ラ
ン
は
、
国
衆

と
く
に
但
馬
衆
の
反
対
を
受
け
て
そ
の
ま
ま
で
は
貫
徹
し
え
な
か
っ

た
が
、
し
か
し
市
の
再
建
に
は
あ
る
程
度
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
こ
の
再
建
は
、
本
登
り
の
増
加
で
は
な
く
て
、
先
に
も
み
た

よ
う
に
間
撫
牛
の
掌
握
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
ジ
ク
ザ
ク
の
コ
ー
ス
を
通
っ
て
、
領
主
葡
な
流
通
機

構
を
自
ら
変
容
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
閥
登
牛
の

増
加
に
と
屯
な
っ
て
、
市
臼
は
従
来
の
春
秋
工
回
か
ら
、
実
際
上
、

四
回
（
い
ず
れ
も
本
登
り
の
前
に
｝
回
づ
っ
）
槻
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
間
登
の
発
展
す
る
契
機
は
、
明
和
五
年
に
す
で
に
で
き

あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
そ
れ
を
王
子
に
し
て
、
間
葉
市
に
経
…
宮

の
重
点
を
お
い
た
の
で
あ
る
。
本
登
り
の
増
加
を
実
現
で
き
な
い
と

こ
ろ
に
、
流
通
機
購
の
混
乱
ぶ
り
が
十
分
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
聞
登
に
し
ろ
と
屯
か
く
牛
流
通
の
再
建
に
成
功
し
た

の
は
、
ど
こ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
か
。
ま
た
従
来
一
須
賀
市
に
立

っ
て
い
た
国
博
労
、
と
く
に
但
馬
衆
が
、
そ
の
廃
止
に
強
く
反
対
し
、

血
判
状
を
作
成
し
て
ま
で
成
立
さ
せ
た
約
定
を
事
実
上
廃
棄
さ
せ
た

の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
但
馬
牛
の
西
国
牛
全
体
に
占
め
る
地
位
は
、
わ
か
ら
な
い
が
、
駒

ケ
谷
で
の
そ
れ
を
見
る
と
（
第
1
1
表
）
、
安
永
初
年
で
は
出
雲
牛
に
つ

ぐ
入
牛
高
を
し
め
し
て
い
る
。
た
だ
生
馬
衆
が
駒
ケ
谷
へ
の
参
加
に

必
ず
し
屯
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
表
に
示
さ
れ
る
数
字

が
増
減
め
ま
ぐ
る
し
い
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
催
馬
衆
の

隠
然
た
る
勢
力
が
前
提
さ
れ
で
は
じ
め
て
、
甚
兵
衛
の
天
明
三
年
の

動
き
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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近世畿内縫業と牛流通（下）　（酒井）

　
但
馬
牛
の
畿
内
で
の
流
通
市
谷
は
、
高
め
仔
牛
は
、
泉
州
南
部
に

供
給
さ
れ
、
そ
の
他
天
王
寺
市
支
配
下
に
も
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

し
、
牡
牛
に
つ
い
て
は
河
内
の
二
市
場
に
供
給
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
点
は
他
の
国
衆
に
関
し
て
竜
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
前

節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
泉
州
南
部
と
の
結
合
は
但
馬
牛
に
特

微
的
と
思
わ
れ
、
泉
州
南
・
日
根
両
郡
の
天
王
寺
統
制
か
ら
の
離
脱

と
い
う
農
民
勢
力
の
参
加
に
よ
る
成
果
は
偉
馬
衆
に
直
接
及
ん
で
い

た
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
流
通
面
に
お
け
る
あ
る
優
位
を
享
有
し

て
い
た
倶
馬
立
が
、
駒
ケ
谷
、
さ
ら
に
大
き
く
い
え
ば
河
内
牛
市
の

凋
落
傾
向
を
く
い
と
め
る
た
め
の
二
子
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
る
と
、

そ
の
ま
ま
柔
順
な
行
動
を
と
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
血
判
状
に
連
名
し
た
国
衆
数
が
、
そ
の
市
で
の
入
語
数
を
悶
接
的

に
反
映
す
る
も
の
と
考
え
る
と
、
駒
ケ
谷
市
で
は
出
雲
衆
が
七
人
で
、

（
最
も
多
く
、
連
名
一
四
人
の
う
ち
の
半
分
を
占
め
、
取
引
高
で
は
天
明
二
年

－
血
判
作
成
の
前
年
一
入
牛
高
の
一
瓢
四
％
を
占
め
第
一
位
）
、
　
一
方
一
門
智
ハ

市
で
は
、
因
幡
衆
が
六
人
（
連
名
＝
ハ
人
に
対
し
て
三
七
％
）
で
第
一
位
、

こ
れ
に
但
馬
衆
四
人
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
須
賀
市
は
、
か

っ
て
駒
ケ
谷
市
で
支
配
的
な
地
位
を
有
し
当
時
凋
落
傾
向
に
あ
っ
た

因
幡
衆
と
、
駒
ケ
谷
と
は
あ
ま
り
結
び
つ
き
の
十
分
目
な
か
っ
た
但

馬
衆
の
工
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
中
心
を
な
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
国

衆
と
市
と
の
関
係
は
、
大
体
行
先
は
固
定
し
て
い
た
よ
う
で
、
年
に

よ
っ
て
駒
ケ
谷
或
い
は
一
須
賀
へ
と
変
更
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
因
幡
牛
の
一
須
賀
へ
の
入
隻
数
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
因
幡
牛
の

駒
ケ
谷
で
の
比
重
の
低
下
が
、
そ
の
ま
ま
因
幡
牛
金
体
の
衰
退
を
物

語
る
も
の
か
、
或
い
は
ま
た
囚
幡
牛
が
一
須
賀
市
に
重
点
を
お
い
て

入
牛
を
始
め
た
の
か
、
そ
の
点
確
定
は
で
き
な
い
が
、
国
衆
と
登
せ
甫

と
の
関
係
が
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
先
の
解
釈

の
方
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
一
須
賀
で
の
但

馬
衆
の
勢
力
が
十
分
想
像
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
但
馬
衆
は
、
天
明
三
年
秋
登
り
牛
は
、
約
定
通
り
駒
ケ
谷
市
一
本

で
実
行
し
た
の
で
、
そ
の
頭
数
は
第
1
1
表
の
よ
う
に
急
激
に
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
因
幡
衆
も
入
牛
を
増
加
さ
せ
て
圏
復
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
因
幡
の
場
合
は
、
駒
ケ
谷
市
と
の
従
前
の
関
係
竜
あ
っ
て

き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
の
び
て
行
く
（
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
雲
・
美

作
勢
の
造
出
に
よ
っ
て
桐
対
的
に
減
少
す
る
）
が
、
但
馬
の
場
合
は
す
ぐ

竜
ど
の
形
に
逆
転
し
、
駒
ケ
谷
と
は
十
分
結
び
つ
き
え
な
い
で
終
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
但
馬
衆
が
、
天
明
三
年
の
甚
兵
衛
の
路
線
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を
阻
止
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
畿
内
牛
流
通
市
場
で
の
但
馬

の
強
さ
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
生
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
つ
い
で
一
須
賀
の
併
合
策
は
十
分
に
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

間
登
9
の
掌
握
1
と
く
に
出
雲
・
美
作
の
一
に
成
功
し
た
原
困

を
さ
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
但
馬
衆
ら
が
一
須
賀
市
に

固
執
し
た
態
度
と
も
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
解
答
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
牡

牛
流
通
圏
の
問
題
と
、
駒
ケ
谷
市
の
取
引
内
容
の
問
題
と
が
若
干
の

ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
聞
取
り
に
よ
る
と
、
昭
和

に
入
っ
た
時
期
で
も
、
駒
ケ
谷
市
の
牛
は
、
牡
牛
で
大
柄
で
力
強
く

飼
料
も
多
量
に
必
要
で
あ
る
の
で
、
並
の
農
家
で
は
必
要
と
し
な
か

っ
た
と
い
う
。
河
内
の
牛
市
で
あ
り
な
が
ら
、
河
内
農
村
と
は
直
接

結
び
つ
か
ず
、
河
内
農
民
が
、
仔
牛
で
買
っ
て
の
ち
成
長
し
た
の
を

売
る
と
い
っ
た
程
度
で
、
成
牛
は
せ
い
ぜ
い
石
川
谷
方
面
で
使
用
さ

れ
る
か
、
大
和
に
送
ら
れ
る
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
粘
土
質
の
土

地
で
、
牝
牛
の
力
を
も
つ
て
し
て
は
十
分
に
耕
転
の
能
率
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
石
川
郡

一
須
賀
市
は
、
駒
ケ
谷
の
南
方
、
石
川
を
上
流
に
さ
か
の
ぼ
っ
た

所
に
あ
り
、
　
こ
の
方
面
に
博
労
が
点
在
し
（
こ
の
地
方
は
山
草
に
恵
ま

れ
て
い
て
、
牛
所
有
率
墜
尚
い
）
、
駒
ケ
谷
と
は
少
し
は
ず
れ
た
市
場
圏

を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
天
明
三
年
の
動
き
の
あ
と
、

駒
ケ
谷
市
で
の
石
川
・
錦
部
郡
方
面
の
博
労
が
次
第
に
増
加
し
、
さ

ら
に
紀
見
峠
を
こ
え
た
紀
州
の
諸
村
か
ら
も
少
な
か
ら
ざ
る
博
労
が

登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
流
通
圏
は
広
ま
っ
た
。
し

か
し
こ
の
拡
大
は
、
一
方
で
は
駒
ケ
谷
博
労
の
地
位
の
低
下
を
伴
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
博
労
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
単
品
ハ
衛
家
の
別
家
層
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
、
血
縁
関
係
を
通
じ
て
市
の
独
占
支
配
が
行
わ
れ
て
い

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
天
明
ヨ
年
以
降
は
、
と
く
に
同
五
年
以

降
は
そ
の
支
配
は
動
揺
さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
各
地
か

ら
の
博
労
…
数
の
増
加
、
取
引
高
の
変
化
は
そ
の
反
映
と
い
え
る
。
大

和
や
河
内
石
川
・
錦
部
郡
博
労
の
進
士
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
一
須

賀
市
の
入
牛
の
一
二
分
通
り
を
駒
ケ
谷
へ
併
合
し
よ
う
と
し
た
動
き
は
、

入
牛
数
の
増
加
を
現
象
し
た
屯
の
の
、
そ
れ
は
問
登
り
牛
の
増
加
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
皮
肉
な
こ
と
に
、
従
来
の
血
縁
関
係
に
よ
る
市

場
支
配
は
変
容
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
村
博
労
の
土
地
所
有
蕎
を
第
1
6
表
に
示
し
た
が
、
問
屋
的

な
甚
兵
衛
を
除
く
と
、
他
は
抵
と
ん
ど
中
貧
農
と
い
っ
た
階
層
に
属
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第16表　駒ケ谷村牛問屋・博労持蕩　　（単位は石）

降・｝報・81蠣・1明日安永・1天熱賛・瞳・i天鮮

32．8131　31．0161　29．223

1．02i 7．391

ぐ8．871）

22．579

（O，526）

O．401

36．768 32．363

（7．284）

10．453

3．257

0．210

6．826

16．028

O．035

1．241

37．238

（7．244）

7．040

2．777

0．210

6．826

42．630

（ユ4．215）

4．634

5．587

（O．580）

（6．846）

38．098

5．587

6．419

1．3！7

1．634

22．695

1．470

Z395

4．623

甚兵衛
忠右衛門

弥八郎
吉兵衛
与次兵衛

長太郎
治兵衛
庄兵衛
佐兵衛
五兵衛
慕兵衛
林兵衛

　
す
る
も
の
で

　
あ
る
。
彼
ら

　
は
、
そ
の
音
ゆ

　
味
で
自
己
の

　
資
力
を
遙
か

　
に
上
廻
わ
る

　
牛
取
引
に
従

　
事
し
て
お
り
、

　
国
衆
と
購
入

　
農
民
と
の
闘

塙
に
立
っ
て
多

畷
額
の
金
融
に

き
乏
た
ず
さ
わ
ら

切
な
け
れ
ば
な

山王
ら
な
か
っ
た

尉　
の
で
あ
る
。

）（
そ
れ
ゆ
え
問

　
屋
と
分
家
と

　
い
う
血
縁
闘

係
、
或
い
は
別
家
と
い
う
形
で
の
擬
血
縁
関
係
で
両
者
は
結
び
つ
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
博
労
の
地
位
の
低
下
は
、
こ
の
博
労
の
一
人
当
り
の
．
取
引

高
に
は
大
し
て
影
響
を
与
え
ず
、
明
和
以
降
三
〇
～
四
〇
頭
程
度
で

あ
る
が
、
天
明
五
年
以
降
六
〇
～
八
○
頭
ぐ
ら
い
に
増
加
の
傾
向
は

あ
る
。
従
っ
て
地
位
の
低
下
は
、
駒
ケ
谷
村
博
労
内
部
の
問
題
よ
り
、

他
と
の
関
係
か
ら
生
じ
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
方
が

よ
り
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
天
明
九
年
の
例
を
み
る
と
、
駒
ケ
谷
村

　
　
　
　
　
（
春
聞
）
（
春
）
（
秋
問
）
（
秋
）

の
庄
兵
衛
は
、
3
5
・
4
1
・
2
2
・
2
5
、
合
計
一
二
一
二
頭
を
と
り
扱
い
、

同
村
五
兵
衛
は
、
2
1
・
1
7
・
6
・
1
9
、
合
計
六
三
頭
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
主
と
し
て
一
須
賀
市
と
の
関
係
が
強
い
と
思
わ
れ
る
錦
部
郡
加

賀
田
村
の
清
兵
衛
（
第
1
5
表
忙
そ
の
名
が
禺
て
い
る
）
の
場
合
の
牛
購
入

の
仕
方
は
、
駒
ケ
谷
博
労
の
よ
う
に
主
と
し
て
本
登
り
牛
に
重
点
を

お
く
の
で
は
な
く
、
前
と
問
じ
様
式
で
表
現
す
る
と
、
3
8
・
0
・

14

E
0
と
、
合
計
五
二
頭
と
な
っ
て
、
駒
ケ
谷
市
の
春
秋
の
本
登
り

牛
は
一
頭
も
取
引
せ
ず
、
専
ら
春
間
登
、
秋
間
登
を
主
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
清
兵
衛
の
例
は
そ
の
一
こ
の
時
期
に
族
生
す
る
博
労
の

取
引
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
天
明

五
年
以
降
の
問
登
牛
の
取
引
は
、
新
し
く
駒
ヶ
谷
市
に
登
場
し
て
き
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た
博
労
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
他
村
博
労
を
掌
握
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
の
再
興
が
計
画
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
駒

ヶ
谷
博
労
一
本
登
む
と
い
う
線
は
、
間
登
り
に
よ
る
入
牛
の
増
加
の

結
果
、
他
村
博
労
一
問
登
り
取
引
の
進
出
に
よ
っ
て
次
第
に
弱
め
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
Q

　
天
明
五
年
頃
か
ら
急
激
に
み
ら
れ
る
入
牛
・
博
労
数
・
国
衆
の
増

加
、
と
く
に
国
衆
に
つ
い
て
は
十
分
説
明
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
原
囚
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
先
ほ
ど
か
ら
の
設
問
に
対
す

る
第
二
の
鍵
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
田
舎

牛
売
帳
」
に
お
け
る
天
明
五
年
の
春
と
秋
の
寵
載
上
の
変
化
に
解
答

を
求
め
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
史
料
を
掲
げ
よ
う
。

　
（
天
明
五
年
春
本
登
り
）

毘
雲
利
右
衛
門
殿

　
五
月
四
日

一
、
一
二
百
三
拾
匁

七
日
一
、
弐
百
四
拾
匁

一
、
弐
百
六
拾
匁

一
、
弐
百
五
匁

一
、
弐
百
拾
匁

　か　　下　　か　　お
　か　　　　　　エ　　ん

説話田貫器翼緩

衛　七　衛冨衛琶衛

　　　　）

八
日
一
、
三
百
目

一
、
三
百
廿
匁

　
〆
壱
貫
八
百
穴
拾
五
匁

　
　
内

　
　
三
百
拾
五
匁

　
　
十
四
匁

　
　
廿
一
匁

　
　
六
十
八
匁
穴
分
五
厘

　
　
廿
八
匁

　
　
十
弐
匁

弐
百
八
拾
五
匁

百
九
拾
五
匁

三
百
八
十
匁

百
六
拾
匁

二
百
五
拾
五
匁

二
百
七
拾
五
匁

〆
弐
貫
八
・
匁
六
分
五
り

　
右
引

残
　
　
百
四
拾
一
二
’
匁
六
分
五
り

兵ば
　s“与威甚爲
三次嚇
次郎）
郎

　
　
引
方

　
　
天
日

　
　
七
疋
入

　
　
取
か
へ

　
　
泊
り

　
　
又
取
か
へ

　
五
兵
衛
言
渡

恩
　
智

　
伊
兵
衛
か
渡

か
》
田

　
伊
兵
衛
汐
渡

　
平
七
汐
渡

　
甚
次
郎
汐
渡

　
与
三
次
郎
汐
渡

か
し

こ
の
史
料
に
つ
い
て
若
干
解
説
す
る
と
、
出
雲
の
利
右
衛
門
は
、
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近世畿内農業と牛流通（下）　（酒井）

五
月
四
日
に
入
註
し
て
、
売
買
を
始
め
七
人
の
博
労
（
駒
ケ
谷
1
・
高
安

郡
1
・
錦
部
郡
2
・
大
和
2
・
紀
州
1
）
に
、
七
頭
を
一
貫
八
六
五
匁
で

売
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
訳
（
天
王
毒
口
銭
）
と
し
て
一

四
匁
（
一
頭
に
つ
ぎ
二
匁
）
、
入
鋼
帯
（
駒
ケ
谷
甚
兵
衛
の
窺
銭
）
と
し
て

工
一
匁
（
一
頭
に
つ
き
三
匁
）
、
そ
の
他
国
博
労
・
追
手
の
泊
り
賃
な

ど
を
そ
の
売
上
の
中
か
ら
さ
し
ひ
か
れ
て
い
る
。
の
ち
と
の
関
連
で

注
意
す
べ
き
は
、
引
方
と
し
て
三
一
五
匁
が
書
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
一
頭
四
五
匁
引
の
計
算
に
な
る
。
こ
の
引
方
は
、
事

実
上
博
労
が
国
衆
に
支
払
う
べ
き
銀
高
か
ら
さ
し
ひ
か
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
こ
の
引
方
は
、
国
衆
に
と
っ
て
は
一
頭
に
つ
き
四
五
匁

の
損
で
あ
り
、
仲
買
博
労
に
よ
っ
て
は
何
ら
か
の
形
で
利
益
に
な
る

亀
の
で
あ
る
。

　
引
方
は
、
史
料
的
に
は
享
保
一
九
年
か
ら
わ
か
る
Q
享
保
一
九
年

か
ら
元
文
元
年
ま
で
は
二
〇
匁
、
元
文
二
年
に
三
〇
匁
、
同
薫
年
四

〇
匁
と
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
後
暫
く
不
明
で
あ
る
が
、
明
和
三
年

に
は
四
五
匁
と
な
っ
て
い
る
。
な
に
故
に
こ
の
引
方
と
い
う
の
が
、

牛
取
引
の
場
合
に
み
ら
れ
る
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
引
方
を
し
な
い
例

外
的
な
取
引
の
場
合
は
「
正
味
」
い
く
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
一
頭
に

つ
き
四
五
匁
の
こ
の
利
は
、
悉
く
博
労
の
収
入
に
な
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
問
屋
と
の
間
で
分
配
し
た
と
推
定
す
る
と
、

引
方
は
國
衆
に
ぱ
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
河
内
の
問
屋
・
博
労
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
「
の
引
方
は
、
各
時
期
と
も
牛
値

段
の
大
体
一
割
五
分
か
ら
一
割
八
分
に
相
当
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
年
秋
本
登
り
か
ら
あ
と
、
こ
の
引
方
の
寵
載
が
な

く
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
天
明
五
年
秋
本
登
り
）

　
備
前
　
恒
右
衛
門
殿

　
　
十
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
三
疋
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
田

　
　
一
、
百
三
拾
匁
　
　
　
　
平
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
弁

　
　
一
、
百
九
拾
五
匁
　
　
　

幸
助

　
　
一
・
亘
ハ
拾
匁
　
　
　
。
し
寮
御

　
　
〆
四
百
八
拾
五
匁

　
　
　
内

　
　
　
六
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
印

　
　
　
九
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
疋
入

　
　
　
九
分
五
り
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し

　
　
　
十
三
匁
五
分
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
り

　
百
薬
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
七
汐
わ
た
し

　
百
九
十
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
助
汐
わ
た
し

57　（377）



牛価格（単位は匁）

価睾均値劉米磨 季節別
平均値段

播作

67（10月）262．6 こ9．3〕

72（11月）259．8　18．1）

27Z8　（5．2］ 62（！1月）

83（11月）291．7　t（5．4］

125　（5　jl）

100（10月）

201．0　（5．4）

61（！1月）233．rJ ［7．1］

271．9　（9．4）

255．4　（9．2）

261．0　（6．9］

258．7　（9．5）

285．7　（7．0）

265．6　［3．7］

275．8　（5．3）

299．8　（5．5］

209．9

194．2

196．2

200．1

こ6．1〕

C5．0）

（5．1）

［5．3）

23Z6

232．0

236．6

233．6

（9．8）

C8．1）

（5．3）

｛6．2］

256．3　（9．0）

270．2　（8．0）

325．7　［3．0）

218．3　（6．0］

280．4　（6．0］

262．0　［2．5）

328．8　（4．0）

304．o　［s．e］

260．0　（1．0］

187．7　（3．0）

191．0　C5．0）

241．4　［9．7）

220．0　［7．5］

251．7　C6．0］

261．1　（8．5）

246．0　｛7．3）

249．5　［10．0）

253．8　［12．0］

281．4　［14．0］

260．6　（，8．0］

214．7　（5．3）

283．8　（6．3］

215．0

210．6

206．4

194．0

［8．7］

［3．5）

［7．5］

［6．3］

備　　前

294．0　（12．5］

229．2　（11．0］

212．5　（2．0］

294．0　（2．5）

260．0　（6．0）

22Z8

2se．0

178．3

228．0

（6．7］

［1．0）

C3．0）

（5．0）

れである。

百
六
捻
匁

〆右
引

残
　
廿
九
匁
四
分
五
り

か
し

宇
右
衛
門
汐
わ
た
し

　
こ
の
よ
う
な
実
方
の
消
減
は
、
取
引
上
に
お
け
る
国
衆
の
立

場
を
有
利
に
す
る
竜
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
勿
論
正
味
の
取
引

が
行
わ
れ
る
と
、
牛
値
段
が
安
く
な
る
（
後
日
第
1
7
表
参
照
）
。
そ

れ
ゆ
え
こ
の
三
方
の
問
題
は
、
農
民
の
牛
購
買
に
も
影
響
し
て

く
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
駒
ケ
谷
市
の
・
取
引
上
の
変
化
は
、
国

衆
の
優
遇
を
当
面
の
藏
標
に
し
た
竜
の
で
、
登
り
牛
増
加
が
こ

の
よ
う
な
方
法
で
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
須
賀
市

と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
（
二
方
が
駒
ケ
谷
独
自
の
も
の
か
、

牛
市
に
共
通
の
も
の
か
、
或
い
は
共
通
の
も
の
と
す
れ
ば
、
引
方
の
廃
止

が
一
須
賀
に
ま
で
及
ん
だ
か
）
、
不
明
で
あ
る
が
、
天
明
三
年
以
降

の
転
換
期
に
、
国
衆
と
の
出
入
の
あ
と
で
行
わ
れ
た
だ
け
に
、

駒
ケ
谷
市
の
発
展
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の

と
い
え
る
。

　
国
衆
優
遇
の
基
本
線
は
、
従
来
引
方
の
分
配
に
与
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
甚
兵
衛
や
さ
ら
に
は
仲
買
博
労
の
利
益
を
阻
害
す

58　（378）



近世畿内選と業とtl二流逓（下）　（酒揖：）

第17表西国登り

馬【備　中但困　　幡 繊　　雲

292．6

26Ll

（5．4）　i　255．1　（IZ3）

（8．8］　1　239．8　（15．0］

登 り牛年 代

登
登

春
秋明和4

244．2　［10．7］

340．0　（4．0）

279．0　C6．7］

264．4　（13．8］
登
登

春
秋明和6

288．6　C7．0］

210．9

195．7

188．0

192．1’

［6．0）

（3．0］

［10．0］

（7．0］

323．9　（4．5）

276．6　［3．0）

284．0　115．0）

324．3　C6．3］

iV，，t，’

@i　316．7　C7．5）　1　268．8　（5．6）

　　　i　283．9　（4．8）　1　258．8　［14．0］

春
秋安永5

280．2

270．2

（5．7］

（5．0）

200．2

190．3

173．3

199．1

／1　zo］

C7．3）

C5．7］

，L4．6）

347．5　［4．0）

29ZO　（5．3］

175．0

205．0

199．6

201．0

（1．0）

（2．0］

（3．3）

こ5．1〕

登
霞

春
秋天明3

登
登
営
登

闘
本
間
本

春
春
秋
秋

天明7

220．0

270．e

251．4

209．5

（3．0）　1　218．1

（3．0］　1　230．8

［2．2］　1　251．8

［6．9］　1　224．2

［9．9］

C9．2）

（7．3）

［・　6．3）

春問登
春本登
秋間登
秋本登

天明9

註：〔〕内は圏衆1人当りの海牛頭数を示す，米価は真銅甚兵衛家の売却米のぞ

る
面
も
生
じ
て
く
る
。
天
明
五
年
以
降
族
生
す
る
河
内
石
川
・

錦
部
郡
、
大
和
、
紀
州
博
労
の
進
出
は
、
駒
ケ
谷
村
内
博
労
の

血
縁
的
な
紐
帯
に
基
礎
を
お
く
独
占
的
地
位
を
、
一
須
賀
赤
照

廃
の
動
き
と
こ
の
引
方
問
題
を
契
機
と
し
て
低
下
さ
せ
て
行
く

の
で
あ
る
。
駒
ケ
谷
仲
買
博
労
の
取
引
の
集
中
率
の
低
下
は
、

国
衆
優
先
の
意
図
に
と
も
な
う
一
つ
の
変
化
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
天
明
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の
、
河
内
牛
市
場
の
変
化
は
、

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
節
の
最
後
と
し
て
、
登
り
牛
の
値

段
に
つ
い
て
み
よ
う
（
第
1
7
表
）
。

　
こ
の
表
を
通
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
春
牛
と
秋
牛
と
で
は
、

大
体
春
立
の
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
享
保
・
元
文
期
の
事
態
と
同
じ
で
あ

る
。
登
り
牛
の
出
身
地
別
の
値
段
に
つ
い
て
み
る
と
、
但
馬
牛

が
平
均
よ
り
高
い
と
い
う
程
度
で
、
と
く
に
き
わ
だ
っ
た
差
は

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
天
明
三
年
以
前
と
天
明
七
年
以
降

と
で
は
、
牛
値
段
は
先
の
引
方
の
廃
止
と
も
関
連
し
て
明
ら
か

に
低
下
し
て
い
る
。

　
米
価
と
牛
値
段
と
の
関
係
を
み
・
て
お
こ
う
。
こ
の
両
者
の
不

均
衡
が
農
民
の
購
入
を
妨
げ
る
と
い
う
こ
と
鳳
、
屡
々
訴
訟
文
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書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
享
保
一
九
年
か
ら
延
享
頃

の
牛
値
段
は
先
の
第
5
表
に
示
し
た
が
、
こ
の
頃
の
米
価
と
対
比
す

る
と
、
牛
一
頭
は
ほ
ぼ
米
三
石
に
相
当
す
る
。
明
和
～
天
明
期
に
な

る
と
、
天
明
七
年
の
よ
う
に
米
価
が
と
く
に
高
騰
し
、
一
方
牛
値
段

が
取
引
上
の
変
化
で
さ
が
る
時
の
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
米
三
石
五
斗
か
ら

四
三
五
斗
近
く
に
相
当
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

く
わ
し
く
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
天
保
二
年
三
月
に
牛
五
頭
が

一
、
○
　
二
〇
匁
に
な
っ
て
お
り
、
一
頭
二
〇
五
匁
と
な
る
。
同
月
の
真

銅
甚
兵
衛
…
家
の
売
却
米
価
が
、
石
当
り
八
五
匁
で
あ
り
、
　
一
般
に
は

八
○
匁
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
牛
一
頭
が
米
二
石
五
斗
分
と
…
な
っ
て
い

る
。　

以
上
、
非
常
に
粗
雑
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
牛
値
段
と
米
価
と
の

関
係
で
み
る
と
、
明
和
～
天
明
期
に
お
い
て
牛
は
、
最
も
高
く
、
そ

れ
以
前
と
、
以
後
に
お
い
て
は
相
対
的
に
安
く
な
っ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
と
く
に
天
保
期
に
は
、
安
い
と
い
わ
れ
た
享
保
期
よ

り
さ
ら
に
安
価
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
牛
値
段
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
農
民
の
牛
購
入
に
影
響

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
牛
所
有
の
数
量
的
な
変
化
と
も
一

致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
後
述
）
。
先
ば
し
っ
て
い
え
ば
、
元
禄
～

享
保
期
に
く
ら
べ
る
と
、
明
和
～
天
明
購
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
暫
く

摂
言
泉
地
方
の
牛
所
有
は
、
停
滞
験
し
く
は
減
少
し
、
天
保
前
後
よ

り
、
上
向
を
示
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
の
べ
て
い
る
牛
値
段
は
、
国
衆
と
仲
買
博
労
と
の

間
に
成
立
し
た
そ
れ
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
卸
売
値
段
に
該
当
す
る

竜
の
で
あ
る
。
博
労
が
一
般
農
民
に
売
る
場
合
は
当
然
こ
れ
よ
り
高

く
な
る
。
ま
た
牝
と
牡
と
で
は
牡
牛
の
方
が
高
い
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ

同
じ
頃
、
摂
津
菟
原
暑
気
屋
村
の
明
和
六
年
の
村
明
細
帳
に
は
、
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
疋
に
つ
き
銀
二
三
〇
匁
か
ら
三
〇
〇
匁
ま
で
と
あ
り
、
こ
の
地
方

は
牝
牛
使
用
地
帯
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
価
格
は
牝
牛
の
そ
れ
で
あ
り
、

牡
牛
の
小
売
価
格
は
こ
れ
よ
り
高
く
な
る
。
第
7
表
の
明
和
六
年
の

値
段
は
、
工
六
〇
匁
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
農
民
の
手
に
渡
る
頃

に
は
三
〇
〇
匁
前
後
か
ら
そ
れ
以
上
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
寛
政
四
年
の
摂
津
西
成
郡
御
幣
嶋
村
の
三
防
暑
経
営
農
家
の
取

調
に
よ
る
と
、
牛
は
五
、
六
年
使
田
川
に
堪
え
、
・
午
暗
面
紘
棋
率
一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

％
、
価
格
は
凡
三
四
〇
～
五
〇
匁
か
ら
四
〇
〇
匁
と
い
わ
れ
て
い
る
。

や
や
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
農
罠
の
階
層
に
よ
っ
て
購
入
牛
の

質
が
ち
が
い
、
そ
れ
が
価
格
差
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
の
か
麗
し

れ
な
い
。
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：近世畿内縫業と牛流通（下）　（酒井）

①
石
田
寛
・
佐
藤
雄
一
郎
「
中
国
幽
間
牛
市
場
の
研
究
一
岡
山
県
久
徴
牛

　
市
の
場
合
一
」
　
（
『
岡
山
大
学
教
育
瀞
沈
部
研
究
集
録
』
七
号
）
。
両
氏
は
久

　
世
の
秋
牛
は
、
　
門
畿
内
へ
の
東
牛
供
給
の
本
場
で
あ
っ
た
」
と
あ
っ
た
と

　
い
わ
れ
る
が
、
駒
ケ
谷
市
を
逓
し
て
み
る
限
り
（
両
氏
は
畿
内
と
い
っ
て

　
実
は
駒
ケ
谷
市
を
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
よ
胎
）
で
あ
る
）
美
作
と
く
に
久

　
世
南
の
比
重
は
、
明
和
～
寛
政
期
で
は
第
二
義
的
な
も
の
と
い
え
る
。
ま

　
た
美
作
か
ら
の
登
牛
は
、
春
秋
両
市
を
比
較
し
た
場
合
、
第
1
！
蓑
で
は
と

春1秋i計
28

S
2
4
2
1
1
2
1
4
2
1
1
5
2
2
8
1
！
4
2

14

O
／
4

8
6
0
7
6
8
8
6

22

14

S
1
0
1
3
6
1
4
1
4
9
1
4
　

5
2
0

　
　
　
に
リ
　
ヨ
　
　
　
　
　
ワ
　
　
り

和
”
”
”
”
”

明

安永2

　n4
　tt　5

tt　10

天明3
1t　6

く
に
秋
牛
が
．

美
作
牛
の
主

流
を
な
し
た

形
跡
も
な
い
。

念
の
た
め
徳

右
衛
門
の
登

牛
を
示
す
と
、

　
蓑
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
は
間
登
牛
を
も
含
ん
で
い
る
が
、
も
っ
て
明

　
和
一
天
明
加
期
の
久
世
市
と
駒
ケ
谷
詣
甲
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

②
　
天
明
三
年
の
駒
ケ
谷
市
の
「
田
舎
牛
売
帳
」
に
あ
ら
わ
れ
る
国
博
労
は
、

　
こ
の
前
者
の
連
名
博
労
と
ほ
罠
一
致
し
て
い
る
。

③
　

『
魚
晦
町
誌
』
八
五
九
頁
。

④
　
竹
安
繁
治
「
摂
津
型
農
業
経
営
収
支
計
算
の
一
史
料
」
（
『
近
世
史
研
究
』

　
三
〇
号
）
。

　
　
　
　
七
　
寛
政
以
後
の
駒
ケ
谷
寅

寛
政
以
後
の
駒
ケ
谷
市
に
潤
し
て
歓
、
史
料
は
き
わ
め
て
少
く
、

詳
細
に
わ
た
っ
て
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
牛

問
屋
置
組
頭
の
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

断
片
的
な
史
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
す
る
。

　
文
化
一
二
年
四
月
、
天
王
寺
孫
右
籍
門
か
ら
、
駒
ケ
谷
村
甚
十
郎

（
商
売
方
渡
世
林
兵
衛
）
、
一
須
賀
村
庄
左
衛
門
、
国
方
登
り
博
労
衆
中

あ
て
に
、
牛
博
労
衆
の
、
代
金
滞
お
よ
び
買
下
り
混
混
に
つ
い
て
一

札
を
定
め
て
い
る
。
仲
買
博
労
が
こ
の
時
期
に
天
王
寺
の
流
遡
機
構

を
、
不
正
売
買
と
か
代
金
滞
り
と
い
う
形
で
動
揺
さ
せ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
の
た
め
、
　
お
き
ま
り
の
「
我
等
（
天
王
寺
）
牛
市
場
二
而
被
売

払
候
外
二
蒲
、
　
牛
計
売
直
売
買
功
験
相
成
不
門
端
」
　
と
申
合
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
林
丘
ハ
衛
は
、
従
来
か
ら
問
屋
を
つ
と
め
た
甚
兵

衛
（
嚢
一
家
）
の
別
家
で
、
当
時
問
屋
株
（
正
式
に
は
天
王
寺
に
対
す
る

関
係
か
ら
い
う
と
組
頭
で
あ
る
が
、
宝
暦
の
時
点
で
は
明
確
に
区
別
し
て
い

た
の
に
、
ほ
ど
な
く
雰
公
式
に
は
駒
ケ
谷
市
写
歴
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
）
を
文
化
一
四
年
三
月
ま
で
の
約
束
で
預
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
一
四
年
四
月
に
は
林
兵
衛
病
気
の
た
め
、
甚
兵
衛
の

他
の
別
家
で
あ
る
新
兵
循
に
、
五
月
か
ら
三
ヶ
年
間
牛
問
屋
株
を
預

け
て
い
る
。
近
世
初
頭
か
ら
甚
兵
衛
家
に
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
問
屋

株
が
、
そ
の
血
縁
者
の
澗
を
移
動
し
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
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陥
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
警
護
八
年
三
月
当
時
．
は
、
ま
た
林
兵
衛
が
問
屋
を
勤
め
て
い
た
が
、

彼
が
病
死
し
た
た
め
、
枠
の
政
治
郎
が
い
た
も
の
の
、
幼
少
で
あ
り

商
売
中
止
も
考
え
ら
れ
た
が
、
文
政
八
年
か
ら
五
ケ
年
間
新
兵
衛
を

後
見
に
し
て
、
政
治
郎
を
立
て
て
、
錦
部
郡
北
村
武
兵
衛
・
高
安
郡

山
畑
村
吉
郎
兵
衛
・
大
県
郡
雁
多
尾
畑
村
清
八
の
三
人
が
甚
兵
衛
生

存
中
「
御
恩
厚
相
受
」
け
た
と
い
っ
て
下
代
引
受
人
と
な
り
、
漸
く

営
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
問
屋
は
和

泉
・
河
内
・
大
和
で
厩
数
三
一
三
軒
を
有
し
て
い
た
が
、
三
二
貫
二

五
四
匁
の
売
掛
高
を
残
し
、
経
営
の
困
難
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
天
保
二
年
に
は
牛
問
屋
は
新
兵
衛
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
同
一
四

年
に
は
市
揚
支
配
人
と
し
て
林
之
助
が
問
屋
支
配
株
を
甚
兵
衛
か
ら

礼
銀
三
貫
匿
で
ゆ
ず
り
う
け
よ
う
と
し
た
が
、
親
類
の
よ
し
み
で
僅

か
五
〇
〇
目
に
し
て
い
る
。
か
く
て
文
化
頃
か
ら
甚
兵
衛
家
を
手
離

れ
て
た
え
ず
親
類
筋
に
預
け
ら
れ
て
い
た
問
屋
株
は
、
天
保
一
四
年

掛
完
全
に
甚
兵
衛
の
も
と
を
は
な
れ
、
林
之
助
の
所
有
に
帰
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
林
之

助
は
、
明
治
五
年
に
真
銅
平
十
郎
と
し
て
、
取
引
の
鑑
札
を
与
え
ら

れ
た
者
と
同
一
人
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
と
明
治
三
一
年
ま
で
約
五

〇
年
間
は
こ
こ
に
固
定
し
、
の
ち
真
銅
吉
太
郎
家
に
渡
さ
れ
、
昭
和

十
六
年
ま
で
同
家
を
問
屋
と
し
て
牛
市
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

’
天
保
か
ら
慶
応
に
か
け
て
、
幕
末
期
の
国
衆
の
勢
力
に
つ
い
て
は
、
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近坦：畿内縫業と牛流樋（下）　（酒警）

第
1
8
表
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。
こ
の
表
は
、
そ
の
時
期

の
国
衆
心
す
べ
て
を
網
羅
し
た
屯
の
で
は
な
く
、
金
二
両
を
支
払
っ

て
新
規
に
国
衆
に
加
入
し
た
者
の
数
字
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
天
保
以
前
か
ら
引
続
い
て
営
業
し
て
い
る
者
や
途
中
で
脱
退

し
た
者
の
数
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
入
国
博

労
は
、
美
作
が
圧
倒
的
に
多
く
こ
の
美
作
町
の
駒
ケ
谷
市
へ
の
参
加

の
激
増
ぶ
り
を
し
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
い
で
天
明
以
降
衰
退
し

つ
つ
あ
っ
た
因
幡
衆
が
出
雲
と
但
馬
を
抑
え
る
数
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
新
規
加
入
者
は
、
ま
さ
に
上
向
傾
向
を
知
る
の
に
ょ
い
史
料
で

あ
り
、
ま
た
閲
接
的
に
は
入
牛
数
の
増
加
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

明
和
～
天
明
期
の
因
幡
衆
と
幕
末
に
お
け
る
美
作
衆
の
勢
力
転
換
が
、

何
に
よ
る
の
か
、
中
国
山
脈
の
牛
市
に
お
い
て
こ
の
点
が
今
後
究
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
期
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
の
べ
な
い
が
、
駒
ケ
谷
市
の
、
畿

内
と
く
に
大
阪
府
下
に
お
け
る
地
位
を
少
し
く
み
て
お
こ
う
。
明
治

二
一
年
当
時
で
は
、
大
阪
府
下
で
一
〇
ケ
所
で
牛
市
が
立
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
、
同
年
の
売
買
頭
数
は
四
三
八
頭
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

駒
ケ
谷
市
は
、
同
年
四
六
〇
頭
を
取
引
し
、
そ
の
後
明
治
三
〇
年
ま

で
大
体
四
〇
〇
頭
ぐ
ら
い
、
そ
れ
以
後
は
三
〇
〇
頭
前
後
と
な
っ
て

　
②
い
る
。
こ
の
二
つ
の
数
値
を
く
ら
べ
る
と
、
駒
ケ
谷
市
の
方
が
大
阪

府
下
全
体
よ
り
大
き
く
な
っ
て
、
デ
ー
タ
が
少
し
く
疑
わ
れ
る
も
の

の
、
駒
ケ
谷
市
の
規
模
は
、
幕
末
、
明
治
期
に
多
少
の
変
化
は
あ
っ

た
が
、
明
治
二
〇
年
代
で
は
明
和
～
寛
政
期
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で

あ
り
、
大
阪
府
下
で
最
大
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
駒
ケ
谷
市
を
中
心
に
近
世
期
に
お
け
る
畿

内
で
の
牛
流
通
の
実
態
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
生
産
手

段
と
し
て
の
牛
の
流
通
が
、
当
時
の
農
業
経
営
と
ど
の
よ
う
に
関
連

し
て
い
た
か
が
次
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
『
農
事
調
査
大
阪
府
之
部
』
（
復
刻
版
）
三
分
冊
三
二
頁
。

②
　
　
『
大
阪
府
誌
』
、
一
編
二
七
〇
頁
。

第
三
章
　
牛
所
有
と
畿
内
農
業
経
回

　
　
　
　
　
一
　
牛
所
有
の
地
域
差
一
綿
作
経
営
と
の
関
連
－

　
畿
内
と
く
に
摂
河
泉
地
方
の
牛
所
有
に
つ
い
て
、
と
り
あ
げ
よ
う
。

全
国
的
な
牛
所
有
の
概
数
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
1
表
に
掲
げ
、

そ
の
他
諸
氏
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上

あ
た
ら
し
く
つ
け
加
え
る
必
要
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
農

業
経
営
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
と
思
う
と
、
必
ず
し
も
史
料
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は
十
分
で
な
い
。
少
し
時
期
が
下
る
が
、
大
正
元
年
の
牛
罵
耕
藤
積

”
比
を
地
域
〃
的
に
調
べ
て
み
・
よ
・
り
。
第
1
9
表
を
み
・
る
と
、
地
域
的
な
庫
十

馬
所
有
の
差
は
明
瞭
に
う
か
が
え
る
。
牛
馬
耕
面
積
比
に
つ
い
て
は
、

京
摂
・
中
国
・
四
国
・
九
州
の
西
日
本
側
と
、
新
開
拓
地
と
し
て
の

北
海
道
が
ほ
ぼ
七
〇
％
か
ら
九
〇
％
（
田
に
対
し
て
）
の
高
率
を
し
め

し
、
全
国
平
均
の
五
九
％
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
。
田
と
畑
と
で
は
、

畜
力
利
用
は
田
の
方
に
入
り
や
す
い
。
さ
ら
に
こ
の
牛
馬
耕
の
大
き

さ
を
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
京
摂
区
に
つ
い
て
し
ら
べ
と
、
第
2
0
表

　
）第19表　全国隼馬比率・牛馬耕比率（大正元年

牛、覧葛剰季面雇壁比（¢6）耕．1乍∫Fl牛馬比（％）

畑田

区報統
馬牛

63．39

6．19

14．61

3．71

2．01

30．92

50．03

10．59

73．01

72．35

28．99

42．79

31．62

39．89

7951

95．89

92．25

93．46

58．57

99．28

92．86

89．08

79．45

50．t14

5．50

9．79

25．50

54．51

53．28

O．72

Z14

！0．92

20，55

49．56

94．50

90．22

74．50

45．49

46．72

覆
区
区
区
区
区
区
区
区
國

磁
北
東
陸
海
摂
国
国
州

　
お北
東
開
北
東
京
申
四
九
金1全　剛46・72153・28158・57i35・30
備考　農導統計（農務三三第47）による。なお北海
　　道区は北海道庁管下，東北は宮城・福島・岩
　　手・青森・山形・秋田，関東区は東京・神奈
　　用・埼玉・群馬・千葉・茨城・栃木・長野，
　　北陸区は富山・新潟・石川・福井，東海区は
　　三重・愛知・静M・山梨・岐阜，京摂区は第
　　20表参照，その他の地区は現行の区分と同じ。

第20表　京摂区隼馬耕反別
　　　比（明治36年）（％）

恥部i 田 畑

73．15

86．45

95．23

56．01

50．01

93．24

52．31

14．78

51．77

50．29

／．69

2．74

32．21

31．78

都
阪
庫
算
賀
山
国

　
　
　
　
　
　
歌

京
大
兵
奈
滋
和
全
備考　　農事統i汁　（農務彙纂

　　第47）による。

の
よ
う
に
な
る
。
京

摂
区
内
部
で
も
大
分

大
小
の
差
が
あ
る
が
、

そ
の
中
で
奈
良
県
が

き
わ
だ
っ
て
低
く
、

田
方
で
は
全
国
平
均

を
僅
か
に
上
廻
る
に
す
ぎ
ず
、
畠
方
で
は
全
く
畜
力
利
用
は
な
か
っ

た
と
さ
え
い
え
る
ほ
ど
の
低
さ
で
あ
る
。

　
駒
ケ
谷
市
は
、
主
と
し
て
こ
の
奈
良
県
の
牛
を
供
給
す
る
市
場
で

あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
牡
牛
使
役
地
帯
は
畿
内
は
勿
論
全
国
で
も

珍
し
い
屯
の
で
あ
る
。
三
三
は
、
価
格
・
飼
料
の
ほ
か
、
使
役
に
も

牝
牛
よ
り
は
る
か
に
不
利
な
点
が
多
く
、
一
般
に
こ
の
使
役
は
行
な

わ
れ
に
く
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
奈
良
県
の
よ
う
な
重
粘
土
質

地
帯
で
は
、
牝
牛
で
は
役
に
立
ち
え
な
い
た
め
に
、
牡
牛
が
使
用
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
大
和
の
牛
耕
は
、
か
か
る
特
殊
性
の
た
め
に
他
の
地

域
よ
り
そ
の
普
及
が
停
滞
し
た
の
で
あ
る
。
牛
馬
耕
の
普
及
に
つ
い

て
は
、
一
一
毛
作
の
発
展
と
、
長
床
梨
か
ら
短
日
梨
へ
と
い
う
農
具
の

改
良
と
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
の
主
題
か
ら
少

し
く
は
ず
れ
る
の
で
、
取
り
あ
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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近世畿内饗業と牛流通（下）　（酒井）

　
近
世
に
お
け
る
牛
所
有
の
意
義
は
、
耕
転
・
代
掻
き
な
ど
の
農
耕

　
へ
の
直
接
使
役
の
ほ
か
、
厩
肥
と
い
う
肥
料
面
、
さ
ら
に
運
搬
の
一
二

点
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
厩
肥
は
、
い
わ
ゆ
る
山
草
の

肥
料
化
で
あ
っ
て
、
自
給
的
な
農
村
ほ
ど
、
そ
の
肥
料
全
体
に
占
め

る
比
重
は
大
き
い
と
い
え
る
。
し
か
し
畿
内
の
よ
う
に
、
金
肥
の
普

及
し
た
地
域
に
お
い
て
も
、
広
く
厩
肥
は
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

意
味
は
無
視
で
き
な
い
。
牛
の
運
搬
的
機
能
は
、
必
ず
し
も
本
来
的

な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
宿
駅
の
馬
借
と
は
別
に
、
農
民
の
便
宜

上
か
ら
駿
々
そ
の
役
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
程
度

ま
で
の
び
る
と
、
こ
の
農
耕
牛
に
よ
る
物
資
運
搬
が
、
既
成
の
宿
駅

の
馬
借
運
搬
を
智
か
す
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
点
に
つ
い
て
少
し
く
み
て
お
く
と
、
例
え
ば
天
保
工
業
に
河

内
河
内
郡
松
原
宿
四
ケ
村
（
松
原
・
水
走
・
盤
浦
・
額
田
）
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

右
の
出
入
が
生
じ
て
い
る
。
同
一
池
嶋
村
ほ
か
八
ケ
村
の
農
民
が
大

坂
よ
り
肥
料
そ
の
他
の
物
資
を
運
搬
す
る
に
際
し
、
馬
借
に
よ
れ
ば

運
賃
分
だ
け
雑
用
が
要
る
の
で
「
手
飼
の
牛
で
運
ん
だ
た
め
、
宿
駅

方
御
用
の
妨
げ
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
処
方
の
申
分
で
は
「
元

．
来
百
姓
手
飼
牛
耕
作
而
已
之
牛
二
而
、
油
糟
干
鰯
雄
心
、
牛
之
背
二
可

乗
謂
無
之
、
右
等
之
荷
物
ハ
荷
鞍
無
之
候
需
ハ
運
送
難
燃
来
、
耕
作

牛
二
荷
鞍
入
用
之
筋
無
芸
、
全
右
荷
鞍
所
持
仕
盛
手
飼
牛
ハ
、
賃
稼

望
、
、
、
之
考
ユ
術
、
宿
方
差
支
為
致
候
儀
臨
御
座
候
」
と
い
う
。
こ
の
出

入
の
際
に
、
河
内
の
牛
所
有
に
関
連
あ
る
文
言
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
百
姓
方
耕
作
之
為
之
手
飼
集
と
申
ハ
、
悉
雌
牛
ユ
彿
痙
候
」
　
と
の

べ
、
領
主
か
ら
、
雌
牛
に
限
る
と
い
う
の
は
し
か
る
べ
き
何
ら
か
の

証
拠
が
あ
っ
て
の
申
立
て
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
て
、
撃
方
は
「
此
儀
、

極
り
と
申
定
、
義
軍
無
御
座
候
得
共
、
　
雌
牛
二
限
リ
候
縫
ハ
前
々
♂

仕
来
、
勿
論
雄
牛
之
儀
ハ
至
而
強
盛
捨
者
エ
爾
、
百
姓
常
々
取
扱
事

手
荒
ク
、
剰
あ
ふ
な
き
事
一
更
、
食
事
等
も
格
別
余
慶
エ
入
欄
仕
、
最

初
牛
求
候
節
蓮
覆
、
価
高
直
一
一
付
、
百
姓
方
不
用
之
儀
漏
御
座
候
故
、

雌
牛
一
「
限
百
姓
方
一
…
用
ひ
候
儀
漏
御
座
候
、
又
運
送
駄
賃
稼
ハ
雄
牛
二

無
之
候
半
二
階
渡
世
二
難
梢
成
儀
二
御
座
候
」
　
と
、
牡
牛
の
特
徴
を
う

ま
く
表
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
牛
に
よ
る
駄
賃
稼
は
、
当
然
牡
牛
所
有
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
天
保
六
年
十
一
月
に
松
原
宿
、
三
乾
拓
宿
ら

か
ら
役
馬
稼
妨
出
入
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
石
川
・
古
市
郡
の
七
人
の

無
役
爲
稼
の
動
き
と
併
行
し
て
、
従
来
の
領
主
的
な
運
送
機
構
を
…
撹

乱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
摂
津
川
辺
郡
の
昆
陽
駅
に
お
い
て
も
、
近
郷
村
六
百
姓
（
同
郡
の
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3丘1匿畿内農業と牛涙6董（下）　（酒凋二）
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、
伊
丹
の
酒
屋
そ
の

ほ
か
諸
商
人
の
荷
物
を
取
扱
う
駄
賃
稼
ぎ
を
始
め
、
　
「
牛
得
所
持
不

仕
小
百
姓
艸
下
作
仕
丁
百
姓
迄
、
下
作
を
相
止
メ
、
牛
相
求
、
駄
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

牛
野
戯
画
成
、
駅
馬
荷
物
無
御
座
」
き
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の

時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
河
内
の
事
例
と
全
く
同
じ
内
容
の
も
の

と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
幕
末
に
な
る
と
、
耕
作
牛
の
駄
賃
稼
が
あ
ら

わ
れ
て
、
領
主
的
な
規
制
を
破
り
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
少
し
く
話
が
農
業
経
営
か
ら
は
ず
れ
た
の
で
、
本
論
に
戻
る
こ
と

に
し
よ
う
。
第
2
1
表
は
摂
河
曲
地
方
の
牛
所
有
を
表
示
し
た
竜
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
地
域
的
に
そ
の
所
有
の
仕
方
に
差

違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
河
内
全
体
を
み
て
も
、
一
戸
当
り
の
画

所
有
数
は
、
錦
部
郡
の
よ
う
な
山
間
部
は
き
わ
め
て
高
く
、
丹
南
郡

の
丘
陵
部
地
帯
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
　
一
方
平
野
地
帯
の
、
志

紀
・
若
江
・
渋
川
郡
は
、
一
〇
戸
に
一
頭
の
比
率
で
し
か
所
有
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
摂
津
は
全
般
に
高
い
が
、

と
く
に
川
辺
・
武
庫
・
菟
原
、
　
そ
れ
に
豊
嶋
郡
の
山
寄
り
の
翌
々

（
こ
れ
ら
諸
郡
は
、
前
に
み
た
如
く
、
天
明
六
年
に
天
王
寺
市
と
集
流
通
に
つ

い
て
訴
訟
を
し
た
）
が
口
立
っ
て
い
る
。
泉
州
も
村
に
よ
っ
て
主
事
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
示
し
た
地
方
は
比
較
的
比
率
の
高
い
村

と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
牛
所
有
の
差
は
、
勿
論
飼
育
上
の
関
係
か
ら
、
山
草

に
恵
ま
れ
る
と
い
ヴ
肖
然
条
件
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
明
治
一
二
年
の
『
農
事
調
査
大
阪
府
之
部
』
で
「
山
草
ノ

乏
シ
キ
事
」
を
そ
の
郡
の
欠
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
地
方
は
、
当

然
牛
所
有
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
自
然
条
件
は
、
自

然
経
済
の
商
品
経
済
へ
の
転
化
に
と
竜
な
っ
て
、
諸
種
の
商
業
的
農

業
の
発
展
を
う
む
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
経
営
の
型
が

新
し
く
う
ま
れ
て
く
る
。
曲
玉
生
産
地
帯
の
地
域
的
な
分
業
と
、
牛

所
有
と
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
対
応
関
係
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

勿
論
牛
の
断
・
有
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
　
「
牛
数
は
百
石
の
村
方
有

之
場
合
に
は
、
九
匹
有
之
は
中
と
可
心
得
、
十
匹
、
十
二
匹
の
村
は

　
　
　
　
③

上
々
の
村
議
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
牛
生
産
・
供
給
地
帯
と
需

要
地
帯
と
で
は
勿
論
そ
の
村
で
の
牛
所
有
数
は
大
き
く
ち
が
っ
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
。
た
と
え
ば
、
美
作
勝
南
郡
河
辺
村
で
は
一
〇
戸
当
の
六
頭
前
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

備
前
児
島
郡
味
野
村
で
は
一
〇
戸
当
り
四
～
七
頭
、
但
馬
出
石
郡
森

屋
組
一
五
ケ
村
で
は
天
保
七
年
戸
数
七
九
九
軒
に
牛
二
一
七
疋
（
一

　
　
　
　
　
④

○
戸
藷
り
三
頭
弱
）
と
な
b
／
、
舞
2
0
表
の
摂
河
泉
を
上
廻
っ
て
い
る
。
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河
内
で
先
に
牛
所
有
の
少
い
平
野
部
と
し
て
名
を
あ
げ
た
諸
郡
は
、

い
ず
れ
も
周
知
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
棉
作
地
帯
と
よ
ば
れ
る
も
の
で

あ
る
。
平
野
部
で
あ
る
た
め
飼
料
不
足
は
当
然
牛
所
有
を
停
滞
せ
し

め
る
が
、
ま
た
一
方
こ
の
地
方
の
棉
作
経
営
（
こ
れ
は
土
質
に
よ
っ
て

大
き
く
作
用
さ
れ
る
）
に
お
い
て
は
厩
肥
よ
り
金
肥
に
多
く
依
存
し
、

ま
た
畜
力
も
必
ず
し
屯
必
須
の
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
。
つ
ま
り
棉
作
の
労
働
集
約
的
な
経
営
と
蓄
力
使
用
や
戸
畑
肥

料
と
が
結
び
つ
き
に
く
い
必
然
性
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
広
く
商
…
藩
学
農
業
の
発
展
を
考
え
た
、
小

ブ
ル
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
も
い
う
べ
き
大
蔵
永
常
の
「
綿
圃
要
務
」

（
天
保
閥
年
刊
）
と
「
農
具
便
利
論
」
（
交
政
五
年
刊
）
が
大
い
に
示
峻

　
　
　
⑦

的
で
あ
る
。
永
常
は
西
日
本
の
農
業
技
術
を
東
日
本
に
も
適
用
し
て
、

生
産
力
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
し
た
農
学
者
で
あ
る
が
、
彼
の
足
跡

は
、
広
く
商
業
的
農
業
を
追
求
し
て
拡
が
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

そ
の
主
張
は
，
広
汎
な
見
聞
に
基
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
農

業
技
術
の
直
接
の
表
現
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
「
綿
圃
要
務
」

に
よ
っ
て
、
棉
作
適
地
は
ど
う
い
う
土
地
で
あ
る
か
を
知
る
と
、

「
至
り
て
の
砂
地
は
木
綿
あ
し
く
、
小
出
来
な
る
竜
の
な
り
。
濁
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
レ

ど
竜
手
入
を
よ
く
し
、
肥
を
入
水
を
か
く
れ
ば
…
…
取
収
多
く
、
真

土
の
土
地
よ
り
快
方
宜
し
」
　
「
真
土
、
砂
真
土
は
木
の
伸
よ
く
枝
話

栄
え
桃
十
位
は
付
屯
の
な
れ
ど
も
、
点
数
を
あ
ら
く
育
れ
ば
砂
地
よ

り
も
養
方
少
し
」
（
綿
の
作
り
方
に
大
小
あ
る
弁
）
「
海
手
は
砂
早
発
交

に
て
上
国
也
、
此
海
手
に
て
作
る
棉
は
性
よ
く
上
贔
也
」
（
播
州
姫
路

辺
作
り
方
の
審
）
「
土
性
は
砂
払
土
野
て
專
ら
締
を
作
る
也
」
（
備
中
の

作
り
方
）
「
海
手
の
方
に
至
り
て
は
砂
地
多
く
し
（
和
泉
圃
大
鳥
郡
血
綿

の
作
り
方
）
と
あ
っ
て
、
　
わ
れ
わ
れ
の
常
識
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
砂
地
、
又
は
そ
れ
と
真
土
交
り
が
棉
作
適
地
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
河
内
の
黒
作
地
帯
に
つ
い
て
は
、
悲
心
郡
を
例
に
あ
げ
門
八
尾

平
野
辺
は
其
国
の
中
程
に
て
、
大
坂
を
は
な
る
る
事
二
、
三
里
程
東

に
当
れ
り
、
土
地
は
砂
真
土
に
し
て
所
々
に
し
め
土
と
て
下
に
は
堅

き
土
あ
り
」
、
そ
の
た
め
掻
揚
田
と
い
う
特
殊
な
技
術
が
み
ら
れ
て
く

る
。
ま
た
影
野
に
つ
い
て
は
「
綿
を
植
る
地
は
あ
ま
り
自
ら
建
て
深

く
柔
な
る
を
好
ま
ず
・
：
…
作
る
に
．
至
極
の
地
は
砂
、
真
土
交
り
に
碁

石
の
如
き
小
石
あ
る
土
地
、
又
は
性
よ
く
強
き
中
分
の
地
に
肥
し
手

入
を
よ
く
し
た
る
方
は
宜
し
」
と
い
っ
て
、
棉
作
が
さ
ほ
ど
深
耕
を

要
せ
ず
、
多
量
の
肥
料
投
入
（
金
肥
）
を
と
も
な
う
集
約
農
法
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
輪
作
は
、
必
ず
し
も
牛
耕
を
排
除
す
る
も
の
で
な
い
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近世畿内農業と牛流通（下）　（酒井）

が
、
集
約
的
な
技
術
は
、
当
時
の
梨
の
形
態
と
か
飼
料
の
不
足
に
規

翻
さ
れ
て
、
特
殊
な
農
具
の
発
明
を
生
ん
で
く
る
の
で
あ
る
．
こ
の

点
に
つ
い
て
は
「
農
具
便
利
論
」
が
詳
し
い
。
　
「
畿
内
に
て
は
…
…

砂
地
真
土
の
別
を
弁
へ
鍬
も
一
や
う
な
ら
ず
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

土
質
や
作
物
に
応
じ
た
農
具
一
そ
れ
竜
広
く
小
農
民
経
営
に
お
い

て
入
手
で
き
る
よ
う
な
簡
便
、
安
価
な
ー
ー
が
発
案
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
棉
作
地
帯
で
は
、
豊
熟
の
低
さ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
人
力
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ス
キ

と
も
い
う
べ
き
二
「
斜
掛
（
ず
ん
が
ら
す
き
）
と
か
源
五
兵
衛
来
紹
が
使

用
さ
れ
、
こ
れ
が
集
約
農
法
に
適
合
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
牛
馬

あ
る
村
落
は
牛
耕
を
行
う
に
し
か
な
い
が
、
「
た
と
へ
か
ら
す
き
を
つ

か
ふ
所
に
て
竜
、
麦
の
中
に
遣
ふ
は
此
源
五
兵
衛
来
粗
を
用
ひ
た
き

も
の
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
二
挺
掛
は
源
五
兵
衛
す
き
の
歯
の
部
分

を
二
つ
に
し
た
も
の
で
、
摂
津
今
宮
村
の
久
左
循
門
の
創
案
し
た
も

の
と
い
わ
れ
る
。
面
作
の
あ
と
に
ま
だ
取
入
れ
前
の
「
桃
し
が
残
っ

て
い
る
頃
か
ら
、
裏
作
の
菱
を
蒔
く
と
き
に
畝
の
筋
切
り
を
す
る
の

　
　
　
　
　
　
チ
ョ
ウ
ノ
ク
ワ

に
使
用
さ
れ
る
。
語
漏
や
試
切
で
や
る
と
三
人
で
一
日
三
反
し
か
麦

の
種
を
ま
け
ぬ
の
に
、
こ
れ
を
用
い
る
と
八
反
ず
つ
は
乎
軽
く
播
種

で
き
る
と
い
う
。
棉
作
地
帯
の
掻
揚
田
と
、
米
i
菜
極
、
綿
－
喪
と

い
う
表
・
裏
作
の
作
付
慣
行
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
秀
れ
た
農
具

で
あ
る
。
源
五
兵
衡
梨
の
価
格
は
、
　
「
農
具
便
利
論
」
に
よ
る
と
そ

の
種
類
に
よ
っ
て
ち
が
い
が
あ
る
が
、
大
か
ら
す
き
は
七
匁
よ
り
、

（
枇
祀
の
鍍
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
償
）

び
わ
の
は
は
四
匁
よ
り
、
さ
さ
の
葉
三
匁
七
～
八
分
、
弐
丁
掛
は
八

～
九
匁
で
、
当
時
鍬
が
五
匁
で
買
え
る
と
い
う
か
ら
、
鍬
二
丁
分
に

も
な
ら
な
い
金
高
で
こ
の
人
力
寒
を
入
手
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
河
内
棉
作
地
帯
は
、
上
牌
農
民
で
も
相
合
牛
と
い
う
形
で
共
同
所

有
す
る
か
、
又
は
借
金
し
て
い
る
。
飼
料
を
欠
く
た
め
、
若
江
郡
嵩

井
田
村
あ
た
り
で
は
、
東
成
郡
又
は
北
河
内
郡
の
一
部
の
村
々
と
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
作
り
、
高
井
田
を
春
田
継
、
後
者
を
夏
至
田
組
と
よ
ん
で
い
た
が
、

こ
の
よ
う
な
他
の
地
域
と
の
共
同
所
有
が
棉
作
農
村
の
一
つ
の
特
徴

と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
棉
作
農
村
の
牛
耕
の
停
滞
性

と
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
若
江
郡
御
厨
村
の

U
家
は
、
文
政
六
年
か
ら
天
保
四
年
に
か
け
て
約
二
町
歩
の
自
作
経

営
を
行
い
、
棉
作
話
も
五
〇
％
を
少
し
越
え
る
ほ
ど
の
寓
農
経
営
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
牛
は
所
有
せ
ず
、
二
月
か
ら
四
月
に
稲
作
の
た

め
、
　
博
労
か
ら
白
垂
し
、
　
一
方
棉
作
の
畝
間
に
麦
を
播
く
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
人
翠
引
」
　
（
ず
ん
が
ら
す
き
？
）
を
使
辞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
棉
作
経
営
を
中
心
に
、
福
河
泉
農
．
村
で
の
牛
所
有
の
差
を

み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
時
間
的
な
変
化
を
し
ら
べ
る
こ
と
に
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し
よ
う
9

①
　
枚
閥
帯
六
万
寺
今
西
徳
太
郎
氏
・
文
書
。
朝
尾
直
弘
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、

　
撮
影
史
料
を
借
覧
し
た
。

②
　
伊
丹
市
新
田
中
野
部
落
共
有
文
書
。
内
由
義
久
、
山
瞬
隆
三
氏
の
御
好

　
意
に
よ
り
見
る
を
得
た
。

③
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
四
巻
三
七
二
頁
。

④
　
石
疇
寛
「
瀬
戸
内
地
域
に
於
け
る
畜
牛
の
歴
史
地
理
酌
考
察
」
（
『
瀬
戸

　
内
海
研
究
』
薫
号
）
三
頁
。

⑤
注
④
と
同
じ
、
九
頁
。

⑥
『
神
美
村
誌
』
二
二
五
；
六
頁
、
一
五
四
頁
。

⑦
三
枝
二
三
編
『
日
本
科
学
古
典
全
轡
』
こ
巻
。

⑧
二
挺
掛
は
少
し
改
良
さ
れ
な
が
ら
も
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

　
高
尾
一
彦
民
の
御
教
一
が
に
よ
る
と
、
現
西
宮
市
（
旧
摂
津
武
庫
郡
）
で
見

　
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
し
、
最
近
筆
着
も
伊
丹
市
や
泉
州
臼
根
郡
で
蓑
贔
の

　
旧
聞
に
使
珊
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
勿
論
現
在
で
は
工
作
と
の
関
係
は

　
な
く
な
っ
て
い
る
。
伊
丹
で
は
「
り
よ
う
び
き
扁
と
よ
ん
で
い
る
。

⑨
『
布
施
恥
誌
』
二
六
一
頁
。

⑩
古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
，
『
商
晶
生
産
と
地
霊
制
』
　
五
七
、
一
八
○
～

　
一
八
一
、
　
一
八
七
、
　
…
九
エ
頁
。

　
　
　
　
　
二
　
牛
所
有
の
時
期
的
な
変
化

　
牛
所
有
は
、
時
期
に
よ
っ
て
相
当
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
一
の
村
で
長
期
問
に
わ
た
っ
て
そ
の
変
動
を
知
り
う
る
場
合
は
、

必
ず
し
も
多
く
な
い
。
そ
こ
で
、
個
別
村
落
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ

て
、
大
よ
そ
の
傾
向
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
、

　
1
　
尼
崎
藩
領
摂
津
武
庫
郡
瓦
林
組
　
ま
ず
比
較
的
早
い
時
期
か
ら

の
も
の
と
し
て
、
一
八
世
紀
初
頭
か
ら
半
弓
ま
で
約
五
〇
尋
問
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

化
を
、
瓦
林
組
に
つ
い
て
み
よ
う
。
第
2
2
表
に
よ
る
と
、
武
庫
郡
二

〇
ケ
村
は
、
宝
永
八
年
以
後
の
時
期
で
は
ほ
と
ん
ど
が
、
停
滞
も
し

く
は
減
少
し
て
お
り
、
牛
耕
の
発
展
が
阻
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
も
こ
の
傾
向
に
と
も
な
っ
て
、
上
瓦
林
村
の
場
合
で
は
、

牛
所
有
の
最
低
階
願
が
、
二
石
帯
三
面
（
享
保
六
年
）
か
ら
九
石
三
斗

弱
（
宝
暦
八
年
）
と
上
昇
し
、
元
禄
～
享
保
期
に
か
け
て
比
較
的
下
層

農
民
に
ま
で
及
ん
だ
牛
所
有
が
、
宝
暦
期
に
は
数
数
の
絶
対
的
な
減

72　（392）

第22表　　瓦林組牛数

』詠8瞬呆8｝敢31宝暦1

10

I！

P0

X
7
玲
1
1
1
2
2
！
1
1
3
1
1
8
4
2
2
0
1
6
8
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～

8
1
2
9
9
1
0
2
0
1
2
1
5
2
1
1
2
2
7

4
1
1
1
2
8
1
2
2
3
1
1
1
5
2
2
1
1
2
8

16

　6

　2

28
22

13

20

1

1

16

　7

　2

26
23

10

18

建社会の農村購造』

概小量
山

常

常

生

今

浜

田

松
吉

漆

北
i：窺

東大島
揖大島
東新田
切新聞
同所浜
道意新田
助兵衛〃

荒　木〃

上瓦林
下瓦林
小．曾根
小　　松

17

10

11

9

13

30

13

ユ2

21

！3

28
5

1L｛

6

3

27
13

21

註今井・八木『封
　86頁，　第17葦受



近世畿内農業と牛流遜（下）　（灘多1：）

少
に
と
も
な
っ
て
上
層
農
民
に
集
中
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
2
　
摂
津
菟
原
郡
三
条
耕
　
0
ゆ
の
あ
と
の
変
化
を
、
ほ
ぼ
同
一
の
牛

所
有
状
態
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る
、
摂
津
菟
原
郡
三
条
村
に
つ
い
て
み

　
②
よ
う
。
こ
の
村
竜
第
2
0
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
西
摂
部
農
村
と
し
て

牛
所
有
率
は
高
い
ほ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
高
さ
も
決
し
て
持
続
さ
れ

た
屯
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
岡
村
の
出
＋
数
は
、
寛
政
元
年
で
二
三

疋
（
そ
れ
以
前
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
）
で
あ
っ
た
が
、
同
二
年
・
二
一
、

同
三
年
一
八
、
二
五
～
一
二
年
一
七
、
享
和
元
～
文
政
四
年
間
で
一

八
頭
と
、
初
発
の
時
点
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
減
少
し
、
そ
の
後

三
〇
年
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
て
い
る
。
な
お
明
治
一
六
年
目
は
牝
牛
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

二
〇
頭
と
も
り
返
し
て
き
て
い
る
が
、
徳
川
期
の
停
滞
性
は
十
分
う

か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宝
暦
以
降
の
停
滞
性
は
、
す
で
に
め
べ
た
よ
う
に
、
．

天
王
寺
市
を
中
心
と
す
る
牛
流
通
の
領
主
的
機
構
の
整
備
と
ほ
ぼ
そ

の
時
期
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
統
制
の
一
つ
の
作
用
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
単
に
牛
市
場
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
農
家
戸
数
と
か
農
業
入
口
の
停
滞
と
・
も
か
ら
み
あ
っ
た
問

題
で
、
そ
の
意
味
で
農
民
経
済
全
体
の
一
局
面
で
あ
る
と
い
っ
た
方

が
よ
か
ろ
う
。
人
口
も
、
摂
河
泉
三
ケ
国
で
は
徳
川
期
中
期
は
停
滞

第23表岩霊村の戸数・牛数

年代1家数1高持1無高｝牛年　 代；1家数｝高妻寺14繋itr；i 牛

14

P3

P2

P4

P4

P5

P4

P4

P5

P6

P8

P8

P8

P8

Q0

14

P6

P5

P4

P7

P8

P8

R0

R5

R4

Q6

Q！

Q0

P8

？
・

32

R5

R6

R6

R4

R4

R4

Q7

Q2

Q1

Q8

R1

R2

R3

つ
・

47

T2

T2

T1

T2

T3

T3

T8

T8

T6

T5

T3

T3

T2

S9

文化15

天保3

tl　7

n　8

弘化2

嘉永1
11　2

安政4

1t　5

1／6

万延2

副子2

慶応2
tt　4

明治2

13

P3

P5

P3

P2

P2

P0

X
1
0
8
9
9
！
2
1
0
9

？
9
9
7
7
7
7
5
4
3
？
6
5
5
5

？
4
2
4
2
4
2
4
3
4
3
4
3
4
3
4
3
4
4
？
3
9
3
8
3
8
4
1

53

T2

T2

T0

T1

T1

T1

S9

S8

S7

H
4
6
4
4
4
4
4
7

宝暦3
ti　4

tt　5

N　6

11　9

明和5
tt　6

安永2
11　4

tt　8

寛政2
tt　12

享和2
tt　3

文化7

註　家数には寺1軒を含む

73　（393）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
、
幕
末
に
・
も
り
返
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
時
期

の
農
民
経
済
の
発
展
性
が
、
領
主
的
対
応
と
の
対
比
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
3
　
河
内
丹
南
郡
岩
室
村
　
同
村
は
泉
州
大
鳥
郡
と
隣
接
す
る
村
で

あ
る
が
、
宝
暦
三
年
か
ら
明
治
二
年
に
か
け
て
一
一
〇
二
一
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
　
⑤

変
化
を
し
り
う
る
。
第
2
3
表
に
よ
る
と
、
牛
所
有
は
宝
暦
五
年
の
十

五
匹
以
降
天
壌
ま
で
一
貫
し
て
減
少
し
、
寛
政
期
は
停
滞
し
て
い
る

も
の
の
、
文
化
末
年
か
ら
再
び
一
〇
頭
を
こ
え
て
宝
暦
期
へ
の
復
帰

が
み
ら
れ
る
。
幕
末
に
な
る
ほ
ど
順
調
に
牛
所
有
は
の
び
て
い
る
。

最
低
八
頭
で
あ
っ
た
安
永
～
天
明
期
に
く
ら
べ
る
と
、
安
政
以
降
は

そ
の
倍
、
又
は
そ
れ
以
上
に
な
り
、
幕
末
期
の
農
民
経
済
の
新
し
い

発
展
ぶ
り
を
知
り
う
る
。
こ
の
変
化
は
、
同
村
の
戸
数
・
人
口
の
そ

れ
と
も
全
く
符
号
し
て
い
る
。
宝
暦
か
ら
安
永
期
の
戸
数
の
減
少
は
、

無
高
百
姓
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
高
持
層
は
変
化
し
な
い
ゆ
え
、

こ
の
無
高
層
は
村
外
へ
欠
落
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
文

化
末
年
か
ら
は
牛
所
有
と
と
も
に
戸
数
も
宝
暦
期
の
五
〇
軒
以
上
に

立
ち
帰
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
復
帰
は
そ
の
ま
ま
宝
暦
期
の
農
村
構

造
へ
の
回
帰
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ
た
ら
し
く
う
ま
れ
か
わ
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
高
持
層
の
分
解
に
よ
る
そ
の
数
の
減
少
と
、
そ
れ

第24表　演内国丹薦郡岩室村牛所；有

慶　応　3

藤（牡ttt’）

元　治　1

戸数1牛（牡・牝）

天　保　11

醐牛（牡・牝）

文　化　7

醐牛（牡・牝）
寛政8
戸剃牛（牡・牝）

持 尚

1　（O，1）

5　（1，4）

14　（5，9）

1

5
2
5
1
9
1

1　（O，1）

5　（O，5）

13　（5，8）

1

6
1
9
2
1

1　（O，1）

5　（1，4）

6　（1，5）

1　（1，0）

1
　
　
5
2
4
1
5
4

1（0，ユ）

1　（O，1）

3　（O，3）

4　（O，4）

1
　
　
1
3
2
6
6

1　（O，1）

1

1

7

（O，1）

（e，1）

（5，2）

1　（O，1）

1
　
　
1
1
2
9
7
6

2etv30

15tv20

10－v！5

5　tvlO

O一一5

　　0

不　明

計 45
11　（6，s）　1　4s　1　g　（o，g）　1　4g 13（3，lo）　1　47

19（5，14）　1　51 20（6，ltl）

に
と
も
な
う
無
難
百

姓
の
急
激
な
増
加
で

あ
る
。
鼻
高
数
は
幕

末
期
に
は
宝
暦
期
の

約
三
倍
近
く
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
文
化

文
政
期
か
ら
は
じ
ま

る
土
地
所
有
上
の
変

化
は
、
宝
贋
の
よ
う

な
人
口
の
村
外
流
出

を
生
ま
ず
、
そ
れ
を

村
内
に
と
ど
め
る
形

で
、
人
口
や
牛
の
増

加
を
と
も
な
っ
て
実

現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
岩
室
村
は
、
以

上
の
よ
う
に
、
長
期

に
わ
た
っ
て
変
動
を

し
り
う
る
だ
け
に
き

74　（394）



近匿畿内縫業と牛流通（下）　（酒井）

わ
め
て
興
味
深
い
事
実
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
，

　
ま
た
こ
の
村
は
、
大
鳥
郡
の
牡
牛
地
帯
（
駒
ケ
谷
市
場
と
直
結
し
て

い
る
）
と
、
河
内
の
牝
牛
地
帯
と
の
接
触
点
を
な
す
た
め
に
、
そ
の

所
有
牛
は
雌
雄
の
両
性
を
含
む
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
興
味
あ
る
事
実

を
示
し
て
い
る
。
第
2
4
表
は
、
牛
所
有
の
農
民
階
層
別
と
牛
の
性
別

と
を
表
示
し
た
竜
の
で
あ
る
。
階
識
別
に
み
る
と
、
堅
石
以
上
の
者

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
牛
を
所
為
し
て
い
る
。
雌
雄
別
に
み
る
と
、
時

期
に
よ
っ
て
そ
の
比
率
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
一
律
に
は
い
う

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
寛
政
八
年
を
除
く
と
、
牝
牛

が
優
越
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
、
こ
の
表
で
は
文
化
七

年
が
最
低
の
姿
を
表
わ
し
、
そ
れ
以
前
の
は
そ
の
底
辺
に
い
た
る
過

程
を
、
以
降
の
そ
れ
は
上
昇
期
の
姿
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
牛
所
有
の
減
少
は
、
こ
の
村
の
場
合
は
、
牡
牛
の
数

の
減
少
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

勿
論
こ
の
地
方
の
牡
牛
は
、
大
和
の
場
合
と
は
ち
が
っ
て
、
前
に
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
仔
牛
で
あ
る
。
こ
の
仔
牛
飼
育
は
、
農
耕
を
主

な
厨
的
と
し
た
も
の
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
成

人
牛
に
し
て
売
却
し
そ
の
差
額
を
稼
ぐ
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
雄
牛
一
仔
牛
と
し
て
考
え
る
と
、
牡
牛
所
有
の
こ
の
時
期
酌

な
変
化
は
、
階
層
別
の
性
別
の
率
と
言
振
関
係
に
お
い
て
考
え
て
も

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
上
層
農
民
は
ほ
と
ん
ど
が
牝
牛
を

飼
い
、
下
之
に
な
る
ほ
ど
牝
牛
率
が
へ
っ
て
牡
仔
牛
の
飼
育
が
ふ
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
岩
室
村
全
体
と
し
て
の
牛
の
変
動

は
、
下
層
農
民
の
雄
仔
牛
の
飼
養
如
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
牛
飼
育
の
条
件
が
悪
化
す
る
と
、
中
貧
農
は
仔
牛
飼

養
を
中
止
し
で
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
下
層
民
に
仔
牛
が
集

中
し
た
の
は
、
そ
の
価
格
の
安
さ
と
商
品
生
産
の
意
味
か
ら
で
あ
り
、

上
層
が
こ
れ
を
こ
と
さ
ら
飼
育
し
な
か
っ
た
の
は
、
農
耕
牛
と
し
て

の
非
能
率
性
に
よ
る
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
牛
所
有
の
減
少

す
る
時
期
で
は
、
上
瓦
林
村
に
つ
い
て
み
た
よ
う
に
下
層
民
が
そ
の

犠
牲
に
な
っ
て
、
ま
ず
脱
落
し
、
ま
た
増
加
の
時
期
で
は
、
下
層
農

民
の
増
加
と
な
る
。
岩
室
村
の
場
含
屯
、
寛
政
・
文
化
で
は
五
言
以

下
の
高
持
の
階
…
層
内
所
有
率
は
二
四
％
、
　
一
五
％
（
上
屠
は
一
〇
〇
％
）

で
あ
る
が
、
増
加
期
に
は
二
五
％
（
天
保
二
）
、
六
三
％
（
元
治
一
）
、

五
六
％
（
慶
応
三
）
と
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
嵩
高
届
に
ま
で
は
及

び
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
牛
所
有
の
上
層
へ
の
集
中
度
が
高
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
よ
う
。

　
4
　
河
内
省
市
爪
調
ケ
谷
村
　
周
村
は
、
　
牛
市
場
の
あ
っ
た
場
所
で

75　（395）



第25蓑駒ヶ谷粒の牛馬所有数

馬tl＝（壁ヒ）家数

3
4
3
4
4
4
5
5
6
8
2
2
2
3

9

8

7

6

5

4

5

6

5

8

5

6

9

7

（2）

（1）

（1）

（1）

（3）

（3）

（4）

（2）

（3）

（2）

（2）

（2）

（4）

（3）

！9

P9

P9

P9

X6

X6

X6

X6

X6

X5

X5

X5

X5

X5

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1

1

1年代

文政13

天保3

　11　7

　tt　9

　tt　11

　，t　13

　1／15

弘化3

　11　5

辮永3

i，t　5

　11　7

安政3

　tt　5

馬家数 牛
　　1
馬｝年代家数 牛（牝）年 代

7
7
1
0
8
6
3
2
6
4
2
3
2
1
3

124

124

124

123

119

h21
．
i
o

　　9

　　5

　　6

　9

　5

　6

　6

　6

　6

　9

10（1）

13（2）

11（O）

11（3）

12（4）

，f　121 119

119

119

119

119

119

119

明和5

安永3

11　9

天明6

寛政4

tf　12

文化3

tt　9

n　15

交政3

11　5

7

9

11

119

！19

119

20

Q6

R5

R1

Q5

P7

P5

P7

P1

X
6
6
8
8

28

R7

R0

P9

P9

P9

Q1

Q2

Q6

^5

P8

P4

P5

P1

94

E
3
0
4
5
4
4
2
9
2
8
2
9
2
9
2
0
3
2
3
4
3
4
2
7
2
7

　
！
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　！
　

1
　
　
1

延室6

貞享5

元禄7

1f　13

宝永3

正徳2

享保3

tr　9

tt　15

元文1

寛保2

寛延2

宝暦5
　t，　IL2

あ
る
た
め
、
い
ま
ま
で
の
べ
た
三
つ
の
農
村
と
は
若
干
ち
が
う
特
殊

条
件
が
加
わ
っ
て
く
る
。
主
と
し
て
牛
流
通
諏
ば
か
り
と
り
あ
げ
て

き
た
の
で
、
こ
こ
で
農
村
講
造
の
面
に
少
し
く
触
れ
る
意
味
で
、
同

村
の
牛
所
有
に
つ
い
て
み
よ
う
。
戸
数
お
よ
び
牛
馬
数
の
変
化
は
第

25

¥
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
延
宝
か
ら
宝
永
期
に
か
け
て
は
牛
は

二
五
頭
か
ら
一
二
五
頭
に
及
び
、
同
村
内
の
所
有
の
最
も
高
い
時
期
を

な
し
て
い
る
。
こ
の
村
の
牛
所
有
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
め
ま
ぐ
る

し
く
持
牛
を
と
り
か
え
て
お
る
点
に
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
市
暢
と
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
仲
買
博
労
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑦

必
ず
牛
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
後
宝
暦

ま
で
は
ま
が
り
な
り
に
も
一
五
頭
以
上
を
保
持
す
る
が
、
減
少
の
テ

ン
ポ
は
急
激
で
あ
る
。
宝
暦
以
降
の
市
場
の
独
占
的
流
通
機
構
が
で

き
あ
が
り
、
在
方
の
自
生
な
農
民
的
…
市
場
が
そ
の
紐
織
下
に
吸
収
さ

れ
て
く
る
と
、
元
禄
前
後
の
繁
栄
の
姿
は
か
く
凋
落
し
て
く
る
の
で

あ
る
。
元
禄
期
に
五
〇
〇
頭
前
後
の
取
引
高
を
誇
っ
た
駒
ケ
谷
市
が
、

次
第
に
入
牛
の
減
少
に
く
る
し
め
ら
れ
た
頃
、
独
占
は
天
王
寺
を
要

と
し
て
強
化
さ
れ
、
村
内
牛
所
有
も
激
減
す
る
の
で
あ
る
。
天
明
以

降
は
、
ま
さ
に
ナ
ベ
ゾ
コ
的
な
底
辺
を
な
し
、
一
〇
頭
以
下
の
闇
々

た
る
姿
と
な
り
、
往
聴
．
の
六
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
ぐ
ら
い
に
ま
で
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お
ち
て
「
い
る
。
前
掲
ニ
ケ
村
で
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
立
直
り
が
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
村
は
、
家
…
数
・
牛
数
と
も
に
そ
の
回
復

の
き
ざ
し
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
文
化
以
降
牛
問
屋

が
転
た
と
移
動
し
た
こ
と
は
、
村
落
内
部
に
そ
れ
を
も
た
ら
す
何
ら

か
の
変
動
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
今
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
え
・
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
牛
数
の
変
化
は
、
馬
数
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
馬
が
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
、
お
そ
ら
く
駄
馬
と
し
て
荷
物
運
送

に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
問
の
宿
駅
な
ど
と
の
関
係
が

明
ら
か
で
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

並
み
の
農
村
と
は
ち
が
っ
て
き
わ
だ
っ
て
石
数
が
多
い
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
元
禄
期
に
三
〇
頭
を
越
え
た
馬
は
、
牛
の
減
少

よ
り
さ
ら
に
急
激
な
テ
ン
ポ
で
そ
の
数
を
減
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
牛
数
の
減
少
期
に
お
け
る
特
徴
は
、
今
ま
で
は
一
般
農
斑
に
ま
で

及
ん
で
い
た
所
有
が
、
全
く
博
労
に
の
み
集
中
さ
れ
て
行
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
市
と
結
び
つ
い
た
駒
ケ
谷
村
の
減
少
は
、
そ
の

市
場
圏
に
あ
る
石
川
谷
方
面
村
落
1
こ
こ
と
最
竜
多
く
替
牛
す
る

一
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
注
汗
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
従
来
す
べ
て
牡
牛
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
文
政
三
年
か
ら
牝
牛
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
（
第
2
5

表
）
．
・
〈
の
数
は
始
め
は
せ
い
ぜ
い
一
頭
か
ら
三
頭
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
が
、
天
保
一
一
年
に
な
る
と
、
五
頭
の
う
ち
牡
二
・
牝
一
二
と

な
っ
て
完
全
に
牝
牛
が
多
く
な
る
。
牝
牛
が
多
く
な
る
と
い
う
よ
り

牡
牛
が
逆
に
一
、
二
頭
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
弘
化
に
な
る

と
ま
た
牡
牛
が
も
り
返
し
て
く
る
竜
の
の
、
牝
牛
を
以
前
の
よ
う
に

駆
逐
す
る
に
は
い
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
牝
牛
は
、
ど
の
よ
う
な
流
通
で
こ
の
村
に
入
っ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
同
村
博
労
か
ら
買
入
れ
た
も
の
と
同
じ
く
古
市
郡

（
大
黒
・
壷
井
村
）
の
博
労
か
ら
の
と
が
ほ
ぼ
半
ば
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
文
政
以
降
駒
ケ
谷
市
関
係
の
博
労
が
牡
牝
両
方
を
と
り
あ

つ
か
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
同
市
に
は
以
前
の
よ
う
に
牡
牛
ば
か

り
で
な
く
、
牝
牛
が
西
国
筋
か
ら
登
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
一
須
賀
村
博
労
か
ら
牝
牛
を
買
っ
て
い
る
こ
と
竜
あ
る

か
ら
、
こ
の
市
に
も
牝
牛
が
入
込
ん
で
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
入
牛
の
性
別
に
よ
る
市
場
圏
が
、
元
禄
以
降
或
い
は
そ
れ
以

前
か
ら
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
大
き
く

く
ず
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
畿
内
の
牛
所
有
が
、

独
占
強
化
の
余
波
を
う
け
て
停
滞
し
、
そ
れ
が
幕
末
期
に
む
か
う
に

つ
れ
て
立
直
り
を
見
せ
る
に
際
し
て
、
牛
市
も
既
成
の
内
容
を
徐
女
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に
か
え
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
以
上
近
世
期
に
お
け
る
摂
河
泉
地
方
に
お
け
る
牛

所
有
は
、
元
禄
前
後
の
繁
栄
、
宝
暦
～
文
政
の
停
滞
・
減
少
、
幕
末

に
お
け
る
再
起
と
い
う
三
段
階
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

牛
・
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
今
後
去
た
な
部
門
に
わ
た
っ
て

究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
領
主
政
策
と
の
関

係
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
元
禄
期

前
後
の
農
民
経
済
の
繁
栄
が
、
領
主
勢
力
の
後
退
、
さ
ら
に
は
改
革

路
線
を
う
む
の
で
あ
る
が
、
宝
暦
～
安
永
期
は
、
領
主
の
土
地
所
有

か
ら
の
収
奪
が
あ
る
程
度
限
界
線
に
達
し
、
生
産
物
地
代
原
則
に
基

づ
く
貢
租
体
系
が
次
第
に
商
口
…
…
生
産
と
か
商
品
流
通
の
領
主
的
掌
握

に
基
く
方
法
に
変
化
す
る
時
期
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い

て
は
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
の
べ
な
い
が
、
先
に
み

た
天
王
寺
市
の
独
占
体
制
の
整
備
は
、
こ
の
よ
う
な
領
主
政
策
の
一

環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
領
主
の
土
地
か
ら
の
収
奪
の
後
退
は
、

い
う
ま
で
竜
な
く
農
隙
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
今
度
は
そ
の
農
民
的
な
生
産
と
流
通
に
収
奪
の
主
眼
を

お
い
て
、
貢
租
の
低
減
を
き
り
ぬ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

商
贔
生
産
に
関
し
て
は
田
方
綿
作
に
対
す
る
定
免
制
、
畑
方
綿
作
へ

の
検
見
制
と
い
う
施
策
が
、
ま
た
流
通
に
関
し
て
は
螢
書
を
要
す
る

ま
で
も
な
く
株
仲
間
の
組
織
が
整
備
さ
れ
、
領
主
的
機
構
へ
の
農
民

経
済
の
吸
収
、
冥
加
金
に
よ
る
貨
幣
収
入
の
増
加
（
株
仲
間
の
特
権

は
冥
加
金
運
上
と
ひ
き
か
え
に
商
人
に
与
え
ら
れ
、
特
権
商
人
は
、
そ
の
地
位

を
下
か
ら
ゆ
す
ら
れ
る
と
た
え
ず
冥
加
金
上
納
の
不
可
能
を
訴
え
て
領
主
を

牽
制
す
る
）
と
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
領
主
政
策
が
、

宝
暦
以
降
の
農
罠
経
済
の
発
展
を
一
時
的
に
し
ろ
く
い
と
め
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
人
口
・
牛
所
有
の
の
び
え
な
い
の
は
そ
の
現
わ
れ
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
か
か
る
形
態
で
の
領
主
的
収
奪
は
、
さ

ら
に
下
か
ら
の
発
展
i
一
た
と
え
ば
族
生
す
る
在
郷
商
人
、
農
民
贋

分
解
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
破
綻
さ
れ
る
。
天
保

以
後
幕
末
期
に
は
領
主
的
機
構
が
く
ず
れ
、
か
わ
っ
て
米
納
落
丁
茄

へ
の
貢
租
き
り
か
え
、
破
壊
的
な
御
用
金
賦
課
と
い
う
封
建
反
動
が

あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
領
主
政
策
と
の
関
連
で
、
以
上
の
牛
関
係
の
諸
変
化
を

お
さ
え
た
の
で
あ
る
が
、
勿
論
こ
れ
以
外
に
、
農
民
経
済
の
面
か
ら

す
る
研
究
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
瀕
雪
平
に
お
け

る
商
調
生
薩
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
数
値
を
お
さ
え
る
こ
と
は
で

き
・
な
い
が
、
心
幕
末
期
に
、
品
種
改
良
（
蔓
牛
の
出
現
）
や
新
し
い
生
産
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⑧

市
の
開
設
、
そ
れ
に
産
牛
の
増
加
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
た
幕
末
期
に

順
調
に
の
び
て
行
っ
た
と
推
定
し
て
ま
ち
が
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
面
を
、
米
価
に
よ
っ
て
代
衰
さ
れ
る
物
価
指
数
と
牛

価
格
と
く
ら
べ
る
と
、
明
和
～
安
永
期
が
最
も
高
く
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
牛
所
有
の
の
び
て
い
る
時
期
は
網
対
的
に
安
か
っ
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
牛
所
有
の
階
層
性
に
つ
い
て
の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
先
の
岩
室
村
の
事
例
が
、
牛
の
性
別
を
除
く
と
一
般
的
な
ケ
…

ス
で
あ
る
の
で
、
こ
と
さ
ら
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
た
だ
牛

数
の
少
い
地
域
（
質
券
地
帯
）
で
は
上
鰹
で
も
相
合
牛
所
有
が
み
ら
れ

る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
摂
河
泉
地
方
で
は
、
一
五

石
（
一
町
強
）
以
上
層
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
牛
を
有
し
て
い
る
。
　
し

か
し
河
内
若
江
郡
高
井
田
村
の
明
治
四
年
の
統
計
で
は
、
三
町
以
上

は
各
戸
牛
を
も
つ
が
、
一
町
～
三
町
で
は
七
四
％
、
五
反
～
一
町
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
三
二
％
、
五
反
以
下
は
○
％
と
な
り
、
若
江
郡
下
小
坂
村
で
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

○
～
一
五
石
層
か
ら
絹
合
牛
が
み
ら
れ
る
。
御
厨
村
の
U
家
の
よ
う

に
二
町
経
営
で
も
賃
牛
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
棉
作
経
営
の

特
殊
性
と
か
ら
ん
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
総
耕
地
に
対
す
る
牛
巻
面
積
比
は
、
上
層
農
民
ほ
ど

高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
牛
所
有
に
恵
ま
れ
な
い
農
民
は
、
ど

の
よ
う
に
畜
力
の
利
用
を
は
か
っ
た
か
。
一
つ
は
、
本
節
の
註
⑦
で

示
し
た
賃
牛
が
あ
る
。
牛
購
入
の
た
め
に
は
米
四
～
五
露
分
の
貨
幣

額
を
要
す
る
の
で
、
中
貧
農
に
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
買
う
た

め
に
は
牛
頼
母
子
な
ど
を
組
織
し
て
積
立
の
方
法
を
考
え
て
い
た
よ

　
　
　
⑧

う
で
あ
る
。
こ
の
賃
牛
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
貧
農
層
に
と
っ
て
は

重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
と
思
わ
れ
、
仲
買
博
労
が
そ
の
賃
牛
を
斡

旋
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
賃
牛
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
丁
度
大
和

の
預
け
牛
慣
行
と
同
じ
意
味
を
屯
有
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合

は
貸
賃
は
と
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
欠
年
六
月
の
石
川
郡
平

石
村
平
八
（
博
労
）
か
ら
駒
ヶ
谷
文
治
郎
・
甚
十
郎
（
先
の
甚
兵
家
の

こ
と
）
宛
の
書
翰
に
よ
る
と
、
「
此
等
万
助
と
申
者
、
其
元
様
除
ケ
牛

御
座
候
ハ
ハ
預
リ
丁
度
頼
申
候
晶
付
、
今
臼
遣
候
間
、
乍
御
無
心
除

ケ
牛
御
座
候
馬
料
、
夏
中
御
預
け
可
被
下
露
、
且
又
末
々
一
転
牛
買

申
二
様
二
者
候
闘
、
御
頼
申
上
度
」
と
あ
る
。
万
助
は
、
牛
を
購

入
す
る
ま
で
の
間
、
問
屋
の
除
け
牛
を
夏
の
問
預
り
た
い
と
い
い
、

博
労
が
そ
の
世
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
武
兵
衛
（
村
名
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
牛
）

朔
）
が
「
私
方
憲
田
弐
三
反
御
翌
翌
、
　
一
両
日
其
元
賑
う
し
御
か
し

被
下
候
ハ
ハ
悉
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
、
賃
貸
牛
の
例
と
い
え
よ
う
。
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も
う
一
つ
は
、
阿
じ
牧
牛
の
よ
う
に
児
え
な
が
ら
、
純
粋
な
貨
幣
関

係
に
基
づ
く
そ
れ
で
は
な
く
、
地
主
－
小
作
関
係
、
出
入
関
係
を
通
じ

て
、
と
摺
驚
か
ら
か
り
る
場
合
が
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
玄
徳
（
大
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
り

三
二
か
）
の
書
翰
に
、
牛
購
入
を
申
し
出
て
「
田
地
数
多
、
下
作
迄
も

も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

多
ク
鋤
塵
藻
」
と
あ
る
の
や
、
中
村
源
十
郎
の
書
翰
で
は
、
牛
購
入

に
つ
き
、
値
段
二
〇
〇
匁
か
ら
二
五
〇
～
七
〇
匁
、
色
は
黒
、
若
牛

と
注
文
を
つ
け
た
あ
と
、
凡
二
町
回
、
五
反
か
ら
三
町
ま
で
の
田
地

　
　
　
　
　
　
　
（
娩
）
　
　
　
、
　
、
　
・
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
…
　
　
（
使
）

に
使
役
し
、
　
「
牛
仕
ひ
も
家
来
之
撃
た
れ
か
れ
と
な
し
二
仕
ひ
昼
間
、

其
段
も
左
様
思
召
被
下
」
（
傍
点
酒
井
）
と
あ
る
の
は
、
そ
の
事
例
に

属
す
る
も
の
と
い
え
る
。

①
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩
『
封
建
社
会
の
農
村
構
造
』
八
一
～
八
穴
頁
。

②
『
芦
屋
衛
史
』
史
料
篇
一
巻
一
五
羅
頁
。

③
『
芦
膣
市
史
』
史
料
篇
二
巻
一
二
六
頁
。

④
関
山
礁
太
鄭
「
近
世
日
本
人
口
の
研
究
』
八
○
頁
の
国
別
人
口
表
を
参

　
照
。

⑤
大
阪
府
南
河
内
郡
狭
山
町
岩
室
中
林
陸
氏
文
書
。
福
島
雅
蔵
氏
の
御
好

　
意
に
よ
り
筆
写
史
料
を
借
覧
し
た
。
な
お
こ
の
村
に
つ
い
て
は
、
岡
氏
の

　
「
近
日
後
期
河
内
南
部
農
村
の
…
薬
例
」
　
（
『
近
世
史
研
究
』
一
八
号
）
が

　
あ
る
。

⑥
若
牛
は
「
格
別
手
問
費
等
在
之
儀
故
、
中
年
以
上
之
牛
遣
ひ
候
得
上
勝

　
手
宜
候
得
共
、
中
年
以
上
之
牛
は
自
立
候
造
用
も
多
掛
り
候
」
と
い
う
よ

　
う
に
、
耕
牛
の
能
購
・
．
」
し
て
は
成
人
牛
が
よ
か
っ
た
が
、
詞
育
費
は
若
牛

　
の
方
が
安
か
っ
た
ゆ
こ
の
仔
牛
を
育
て
あ
げ
て
う
る
と
、
よ
い
場
合
に
は

　
一
疋
に
幅
○
匁
か
ら
三
、
四
〇
匁
の
利
に
な
る
と
い
う
（
鷲
見
等
曜
、

　
『
近
世
史
研
究
』
一
号
論
文
、
一
九
頁
）
。
明
治
三
四
年
大
阪
府
泉
北
郡
の

　
自
作
農
の
場
合
で
は
、
収
入
の
一
部
に
、
牛
蕃
殖
料
五
円
が
計
上
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
お
り
、
　
「
但
し
牡
牛
一
頭
買
入
代
金
五
拾
円
、
ニ
ケ
年
間
飼
養
後
売
却
、

　
此
代
金
六
拾
円
、
此
利
益
一
ケ
年
平
均
（
五
円
）
」
　
（
出
癖
神
暁
校
訂
「
明

　
治
後
期
大
阪
府
農
家
経
済
調
査
書
」
　
『
和
寒
憲
』
一
八
号
、
　
｝
三
二
頁
）

　
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
下
の
こ
の
調
査
需
で
、
こ
の
よ
う
な
形
の
み

　
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
泉
北
郡
の
事
例
だ
け
で
あ
る
が
、
岩
室
村
の
牡
牛
飼

　
育
の
一
つ
の
意
味
が
そ
の
販
売
に
あ
る
こ
と
は
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

　
あ
ろ
う
。

⑦
博
労
は
、
こ
の
．
隼
を
自
分
で
使
役
す
る
だ
け
で
な
く
、
賃
牛
と
し
て
牛

　
を
も
た
ぬ
中
貧
農
贋
に
賑
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
河
内
石

　
用
郡
・
臼
木
村
伝
右
衛
門
（
自
家
は
ほ
ぼ
八
反
か
ら
一
町
を
経
営
）
は
、
弘

　
化
三
年
・
圃
郡
一
須
賀
村
牛
博
労
武
助
か
ら
銀
二
三
一
匁
五
分
九
厘
で
牛
を

　
買
っ
た
が
、
武
助
が
牛
を
渡
さ
ぬ
た
め
、
や
む
な
く
「
他
村
牛
博
労
方
二

　
而
賃
銀
牛
借
…
受
、
漸
々
毛
付
候
」
と
い
っ
て
い
る
（
大
阪
府
南
河
内
郡
河

　
南
町
白
木
牧
道
夫
氏
交
書
）
。

⑧
た
と
え
ば
、
心
慰
日
野
郡
（
駒
ヶ
谷
市
と
の
関
係
は
さ
ほ
ど
深
く
な
い

　
が
）
で
は
戸
数
は
、
延
享
三
年
三
、
九
三
八
頭
、
宝
暦
一
一
年
凶
、
二
七

　
七
頭
、
天
保
九
年
四
、
三
三
一
頭
と
い
う
数
字
が
得
ら
れ
る
（
『
田
野
郡
史
』

　
下
一
七
五
八
頁
）
。

⑨
『
布
施
町
誌
』
二
四
〇
～
｛
頁
。
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⑯
　

「
布
施
市
更
謡
四
七
、
四
八
頁
。

⑪
　
大
阪
府
南
河
内
郡
河
南
町
嵐
木
国
道
夫
氏
文
嘗
。

む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
牛
市
と
、
農
業
経
営
と
牛
耕
の
二
点
に
わ

た
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
近
世
初
頭
以
来
、
発
展
し
て
き
た
河
内
農

村
の
在
方
牛
市
が
、
延
享
・
宝
暦
以
降
天
王
寺
市
の
独
占
的
機
購
の

完
成
に
よ
っ
て
独
白
性
を
嚢
失
す
る
。
そ
の
点
の
事
情
を
、
摂
河
泉

の
市
場
関
係
を
通
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
ま
た
明
和
・
寛
政
期
に
つ

い
て
駒
ケ
谷
市
の
取
引
内
容
に
つ
い
て
、
　
そ
の
入
牛
数
、
　
取
引
数

（
幽
来
高
）
、
国
衆
、
仲
買
博
労
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
従
来
比
較
的
空

白
で
あ
っ
た
畿
内
需
要
地
帯
の
牛
市
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
究
明

し
え
た
と
思
う
。

　
農
業
経
営
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
早
く
古
島
敏
雄
氏
が
『
日
本

農
業
技
術
史
』
で
の
べ
ら
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
、
村
明
細
帳
に
よ
る

地
域
的
な
牛
所
有
の
実
態
を
蘭
き
出
し
た
。
時
期
的
に
も
、
近
世
中

期
の
牛
普
及
の
減
・
少
・
停
滞
が
、
化
政
期
以
降
次
第
に
と
り
の
ぞ
か

れ
、
こ
の
期
か
ら
新
し
い
農
業
生
産
力
の
発
展
が
み
・
ら
れ
る
こ
と
を

予
想
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ご
の
点
に
つ
い
て
は
、
生
産
過
程
へ

の
接
近
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、
概
括
的
、
表
面
的
な
整
理
し
か

で
き
な
か
っ
た
。
と
く
に
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
地
主
制
と
い
う
、

社
会
経
済
史
上
の
一
つ
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
全
く
解
答

は
用
意
さ
れ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
農
地
改
革
以
前
に
お
い
て
わ
が

国
の
農
業
生
産
力
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
、
西
臼
本
牛
耕
地
帯
の

意
味
が
、
今
後
さ
ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
稲
作
農
業
と
畜
力
耕
転
の

関
係
な
ど
を
究
明
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
捨
石
と
し
て
、
本
稿
が
役

立
て
ば
望
外
の
幸
い
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
本
稿
に
使
用
し
た
史
料
は
、
と
く
に
断
ら
ぬ
か
ぎ
り
、
す
べ
て
羽
曳
野

　
市
駒
ケ
谷
真
銅
甚
策
氏
文
書
に
よ
っ
た
。
長
期
に
わ
た
り
倍
覧
を
ゆ
る
さ

　
れ
た
同
氏
、
大
正
・
昭
漁
の
牛
市
に
つ
い
て
御
教
示
に
あ
ず
か
っ
た
岡
市

　
真
銅
吉
太
郎
氏
、
そ
の
他
探
訪
史
料
を
お
証
し
頂
い
た
先
学
諸
氏
や
共
岡

　
研
究
春
に
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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